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撃を受けたアレクサンドル 2 世が 1861 年に農奴解放令を出したことによって、上からの
近代化が始まり、先進国の技術を採り入れて上からの産業革命を進めた結果、1890 年代に
工業化が進んだ。そして 20 世紀に入ると、日露戦争の敗北、第 1 次世界大戦の長期化な
どの中で革命運動が起こり、資本主義社会の十分な生育を見ないままに、1917 年のロシア














































れ、1868 年の明治維新による近代化の始まりと連動して 19 世紀の末頃からはじまった。 
 日本は 1854 年に開国して世界資本主義のなかに放り込まれ、1868 年に明治維新を達成
し、その過程で権力をにぎった藩閥政府が殖産興業政策によって急速な近代化を進めた。
















































した。翌年の 1912 年 1 月 1 日に、革命派首領の孫文によって南京で中華民国の成立が宣
言され、2 月 12 日に中国の君主制は廃止された。この革命によって、およそ 250 年続い
た清は滅亡し、封建的社会関係が崩壊して共和国の時代に入ったのである。 





た。1937 年には、日本軍が中国本土に侵入し、日中戦争が始まった。1941 年 12 月に太



































産業革命について検討することが必要であると思われる。    






表 1 三つの産業革命の流れ 
産業革命の経緯 主導国 革新技術 インフラ 社会変化 
第一次産業革命 
（1760〜1870 年代） 





















 資料：角山栄・川北稔・村岡健次（1992）『生活の世界歴史〈10〉産業革命と民衆』の内容をもとに筆者作  


















 以上のような産業革命を背景として、1994 年に国立民族学博物館で「観光の 20 世紀」
をテーマにした国際シンポジウムが開催された際、北海道大学の石森秀三は近代観光が世
界の諸民族に与えたインパクトをより明確に把握するために、「観光革命」という新しい概
念を提起した。彼は 19 世紀以降、およそ 50 年周期で観光革命が起こっていると考え、人
類はこれまでに 3 度にわたる「観光革命」を経験していると出張した（表 2）15。 
 
表 2 観光革命の流れ 
































    ド」『JACIC 情報』第 24 巻第 2 号、6 頁の表を引用 
  
 






 すなわち、第一次観光革命は 1860 年代から 1910 年代にかけてヨーロッパで生じた構造
的変化を意味している。この時期には、ヨーロッパで国内観光旅行の大衆化が本格化する
とともに、富裕な有閑階級による外国観光旅行ブームが生じた。 




















 表 3 に示すように、1996 年の中国における海外旅行者数はわずかに 759 万人であった
が、20 年の時を経た 2015 年には、1 億 2,786 万に達し、約 16.8 倍の大幅な伸びを見せた。
消費金額は、1997 年には 102 億ドルであったが、2015 年までに 22 倍の成長を示し、2,290
億ドルとなった。また、国内観光客数をみると、1996 年は 6 億 3,900 万人で、2015 年に
は 40 億人に達した。国内観光の消費金額は、1996 年は 1,376 億元で 2015 年には 3 兆 312
億円となった。さらに、1999 年から 2015 年までの間に海外旅行者数は増加し続け、2000
年に 1000 万人を超え、2014 年までにはさらに大幅に増加して、１億人を超えた。  













表 3 中国人の海外旅行者と国内観光客数およびその観光消費の推移（1996〜2015 年） 
年 

















1996 759 6.3 — — 63,900 1.6 1,376 19.0 
1997 843 11.1 102 — 64,400 0.8 1,638 29.0 
1998 818 —3.0 92 —9.8 69,600 8.1 2,113 13.2 
1999 923 12.8 109 18.5 71,900 3.3 2,391 18.4 
2000 1,047 13.4 162 48.6 74,400 3.5 2,832 12.2 
2001 1,213 15.9 178 9.9 78,400 5.4 3,176 10.9 
2002 1,660 36.9 204 14.6 87,800 12.0 3,522 10.1 
2003 2,022 21.8 174 —14.7 87,000 —0.9 3,878 −11.2 
2004 2,885 42.7 257 47.7 110,200 26.7 3,442 36.9 
2005 3,106 7.7 293 14.0 121,200 10.0 4,711 12.2 
2006 3,452 11.1 261 —10.9 139,400 15.0 5,286 17.9 
2007 4,095 18.6 298 14.2 161,000 15.5 6,230 24.7 
2008 4,584 11.9 410 37.6 171,200 6.3 7,771 12.6 
2009 4,766 4.0 420 2.4 190,200 11.1 8,749 16.4 
2010 5,739 20.4 480 14.3 210,300 10.6 10,184 23.5 
2011 7,025 22.4 690 43.8 264,100 25.6 12,580 53.5 
2012 8,318 18.4 1,020 47.8 295,700 12.0 19,305 17.6 
2013 9,819 18.1 1,287 26.2 326,200 10.3 22,706 15.7 
2014 11,659 18.7 1,648 28.1 361,100 10.7 26,276 15.4 




 さらに、訪日中国人観光客をみると、2010 年に 141 万人であったが、2011 年には東日
本大震災の影響により数が減少し、104 万人となった（図 1）。2012 年には訪日中国人の
数は回復し、142 万人達したが、同年に尖閣問題が起こり、2013 年の訪日中国人は約 100
万人に減少した。2014 年になると、訪日中国人観光客が急増し、241 万人となった。さら




































































図 2 地域社会と地球環境と地域経済の関連図 
 資料：西村幸夫編（2009）『観光まちづくり−まち自慢から 
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 具体的なフィールドワークの内容は以下の通りである。まず、2014 年 8 月 20 日から 9
月 10 日までの間に河池市の少数民族居住地域で第一次の現地調査を行い、主に少数民族
における銅鼓文化の歴史的変遷と観光活用の実態について調べた上で、エスニック・ツー
リズムにおける少数民族の文化や祭りの観光活用の現状を考察した。また、2015 年 5 月
21 日から 6 月 10 日までの間に第二次、同年 7 月 13 日から 23 日までの間に第三次の現地
調査を実施し、主にエスニック・ツーリズムにおける伝統的祭りの「観光資源化」と「擬
似イベント化」という問題点について考察した。さらに、2016 年 2 月 3 日から 3 月 3 日










































































 本論文は序論と 2 部から構成され、具体的内容は以下の通りである。 
 序論では、本研究の背景と問題点、先行研究と論文の目的および方法、理論の考察、論
文の構成について記述する。 




































































































































 中国は多民族の国で、世界で最も人口の多い国でもある。総人口は約 13 億人（2010 年）。
56 の民族を持っている。その中で、漢族が総人口に占める割合は 92％で、少数民族の人







日本語 中国語 1964 年 1982 年 2000 年 2010 年 
漢 漢 651,296,368 936,674,944 1,137,386,112 1,220,844,520 
モンゴル 蒙古 1,965,766 3,411,367 5,813,947 5,981,840 
回 回 4,473,147 7,228,398 9,816,805 10,586,087 
チベット 蔵 2,501,174 3,847,875 5,416,021 6,282,187 
ウイグル 維吾爾 3,996,311 5,963,491 8,399,393 10,069,346 
ミャオ 苗 2,782,088 5,021,175 8,940,116 9,426,007 
イ 彝 3,380,960 5,453,564 7,762,272 8,714,393 
チワン 壮 8,386,140 13,383,086 16,178,811 16,926,381 
プイ 布依 1,348,055 2,119,345 2,971,460 2,870,034 
朝鮮 朝鮮 1,339,569 1,765,204 1,923,842 1,830,929 
満 満 2,695,675 4,304,981 10,682,262 10,387,958 
トン 侗 836,123 1,426,400 2,960,293 2,879,974 
ヤオ 瑤 857,265 1,411,967 2,637,421 2,796,003 
ペー 白 706,623 1,132,224 1,858,063 1,933,510 
トウチャ 土家 524,755 2,836,814 8,028,133 8,353,912 
ハニ 哈尼 628,727 1,058,806 1,439,673 1,660,932 
カザフ 哈克 491,637 907,546 1,250,458 1,462,588 
タイ 傣 535,389 839,496 1,158,989 1,261,311 
リー 黎 438,813 887,107 1,247,814 1,463,064 
リス 傈僳 270,628 481,884 634,912 702,839 
ワ 佤 200,272 298,611 396,610 429,709 
シェ 畲 234,167 371,965 709,592 708,651 
カオシャン 高山 366 1,650 4,461 4,009 








日本語 中国語 1964 年 1982 年 2000 年 2010 年 
スイ 水 156,099 286,908 406,902 411,847 
トンシャン 東郷 147,443 279,523 513,805 621,500 
ナシ 納西 156,796 251,592 308,839 326,295 
チンポー 景頗 57,762 92,976 132,143 147,828 
キルギス 柯爾克孜 70,151 113,386 160,823 186,708 
トウ 土 77,349 159,632 241,198 289,565 
ダフール 達斡爾 63,694 94,126 132,394 131,992 
ムーラオ 仫佬 52,819 90,357 207,352 216,257 
チャン 羌 49,105 102,815 306,072 309,576 
プーラン 布朗 39,411 58,473 91,882 119,639 
サラ 撤拉 34,664 69,135 104,503 130,607 
マオナン 毛南 22,382 38,159 107,166 101,192 
コーラオ 仡佬 26,852 54,164 579,357 550,746 
シボ 錫伯 33,438 83,683 188,824 190,481 
アチャン 阿昌 12,032 20,433 33,936 39,555 
プミ 普米 14,298 24,238 33,600 42,861 
タジク 塔吉克 16,236 26,600 41,028 51,069 
ヌー 怒 15,047 22,896 28,759 37,523 
ウズベク 烏孜別克 7,717 12,213 12,370 10,569 
オロス 俄羅斯 1,326 2,917 15,609 15,393 
エヴェンキ 鄂温克 9,681 19,398 30,505 30,875 
ドアン 徳昴 7,261 12,297 17,935 20,556 
ボウナン 保安 5,125 9,017 16,505 20,074 
ユーグ 裕固 5,717 10,568 13,719 14,378 
キン 京 4,293 13,108 22,517 28,199 
タタール 塔塔爾 2,294 4,122 4,890 3,556 
トールン 独龍 3,090 4,633 7,426 6,930 
オロチョン 鄂倫春 2,709 4,103 8,196 8,659 
ホジェン 赫哲 718 1,489 4,640 5,354 
メンパ 門巴 3,809 6,248 8,923 10,561 
ロッパ 珞巴 － 2,065 2,965 3,682 
ジノー 基諾 － 11,962 20,899 23,143 
識別されていない民族 32,411 799,705 734,438 640,101 







民族の表記 1964 年 1982 年 2000 年 2010 年 
全国統計 691,220,404 1,003,920,034 1,242,612,226 1,332,810,869 
少数民族合計 39,924,036 67,245,090 104,490,735 111,324,800 
少数民族人口の全国比率 5.8％ 6.7％ 8.4％ 8.4% 
 資料：中国統計局「中国人口調査資料」により筆者作成 
  





チワン 壮 1,617.88 広西（91.4） 雲南（6.5） 
満 満 1,068.23 遼寧（50.4） 河北（17.6） 黑龍江（12.1） 
回 回 981.68 寧夏（17.7） 甘肅（12.7） 河南（10.1） 新疆（7.9） 
ミャオ 苗 894.01 貴州（50.0） 湖南（21.0） 雲南（12.1） 四川（7.2） 
ウイグル 維吾爾 839.94 新疆（99.7） 
トウチャ 土家 802.81 湖南（31.5） 湖北（31.0） 四川（18.9） 貴州（10.8） 
イ 彝 776.23 雲南（61.7） 四川（27.1） 貴州（10.8） 
モンゴル 蒙古 581.39 内モンゴル（70.2） 遼寧（12.2） 新疆（3.4） 吉林（3.2） 
チベット 蔵 541.60 チベット（45.6） 四川（23.7） 青海（19.8） 甘肅（8.0） 
プイ 布依 297.15 貴州（94.4） 雲南（1.3） 
トン 侗 296.03 貴州（56.0） 湖南（30.0） 広西（11.4） 
ヤオ 瑤 263.74 広西（62.1） 湖南（21.5） 雲南（8.1） 広東（6.3） 
朝鮮 朝鮮 192.38 吉林（61.5） 黒龍江（23.6） 湖南（7.2） 
ペー 白 185.81 雲南（84.0） 貴州（7.6） 湖南（7.2） 
ハニ 哈尼 143.97 雲南（99.5） 
カザフ 哈克 125.05 新疆（99.6） 
リー 黎 124.78 海南（91.8） 貴州（7.2） 
タイ 傣 115.90 雲南（99.0） 
シェ 畲 70.96 福建（54.9） 浙江（27.4） 江西（12.1） 広西（4.2） 
リス 傈僳 63.49 雲南（96.9） 四川（2.8） 
コーラオ 仡佬 57.94 貴州（98.3） 
トンシャン 東郷 51.38 甘肅（83.3） 新疆（15.1） 
ラフ 拉祜 45.37 雲南（99.2） 
スイ 水 40.69 貴州（93.2） 広西（3.7） 雲南（2.2） 
ワ 佤 39.66 雲南（98.8） 
ナシ 納西 30.88 雲南（95.6） 
チャン 羌 30.61 四川（99.0） 












ムーラオ 仫佬 20.74 広西（97.9） 
シボ 錫伯 18.88 遼寧（69.5） 新疆（19.1） 
キルギス 柯爾克孜 16.08 新疆（99.0） 
ダフール 達斡爾 13.24 内モンゴル（59.0） 黒龍江（35.0） 
チンポー 景頗 13.21 雲南（99.2） 
マオナン 毛南 10.72 広西（98.3） 
サラ 撤拉 10.45 青海（87.8） 甘肅（7.7） 
プーラン 布朗 9.19 雲南（99.4） 
タジク 塔吉克 4.10 新疆（99.9） 
アチャン 阿昌 3.39 雲南（99.7） 
プミ 普米 3.36 雲南（98.8） 
エヴェンキ 鄂温克 3.05 内モンゴル（88.8） 黑龍江（9.8） 
ヌー 怒 2.88 雲南（98.0） 
キン 京 2.25 広西（86.8） 貴州（5.4） 
ジノー 基諾 2.09 雲南（99.0） 
ドアン 徳昴 1.79 雲南（99.6） 
ボウナン 保安 1.65 甘肅（90.6） 青海（5.0） 
オロス 俄羅斯 1.56 新疆（59.8） 内モンゴル（32.4） 
ユーグ 裕固 1.37 甘肅（96.0） 
ウズベク 烏孜別克 1.24 新疆（99.7） 
メンパ 門巴 0.89 チベット（99.1） 
オロチョン 鄂倫春 0.82 黒龍江（51.5） 内モンゴル（44.5） 
トールン 独龍 0.74 雲南（95.1） 
タタール 塔塔爾 0.49 新疆（98.8） 
ホジェン 赫哲 0.46 福建（17.9） 河北（8.4） 
カオシャン 高山 0.45 黑龍江（88.3） 
ロッパ 珞巴 0.30 チベット（96.0） 
 資料：杜国慶（2009）「中国少数民族の分布に関する考察」『立教大学観光学部紀要』第 11 号、106 頁の表 









 表Ⅰ−1−1 によれば、中国の少数民族は 55 である。そのうち、2010 年のデータによる
と、中国の少数民族の人口は 111,324,800 人、全国比率は 8.45％、2000 年の比率より減
少したにもかかわらず、少数民族の総人口は 2000 年より約 683 万人増加し、そのうちチ
ワン族が人口 16,926,381 人と最も多い。最少少数民族の人口はタタール（塔塔爾）族 3,682
人であり、少数民族間の人口規模の差は極めて大きい。また、少数民族の本論文で取り上


















にロンドン大学の Tettien de Lacouperie 教授が記した緒言"The Cradle of The Sham 
Race"は、チワン族文化を踏まえた最も初期の論考である。また、それ以後も、フランス
の学者である Pierre Lefevre Pontalisが 1897年にオランダで発表した"L’invassion Thaie 
Indchine"、イギリス人 H.R.Davis が 1909 年に出版した"Yunnan, The Link beteen India 
and Yangzi"などの著作の中でチワン族の起源と分布に論及している21。 





































が、1976 年に文化大革命が終わると、その翌年 1977 年にはチワン族研究が回復された。
1978 年の経済改革・開放路線以降、中国は経済的な成長を遂げてきたが、チワン族の研究







わち、第 1 段階は、1949 年から 1970 年代にかけて政治的な原因によって、外国人が中国
を自由に訪問することができなった時期で、主たる中国人研究者の著書と論文、該当地域
の地方誌などの参照資料に基づく観察研究が主であった。第 2 段階は、1980 年代に入っ
てからで、外国人研究者が友好訪問という形式で短期間に中国を訪れ、少数民族居住地に
 
22覃乃昌（2001）：「20 世紀的壮学研究」広西民族研究、2001 第 4 期 30 頁。 




















































































な年中行事があり、主な祭日は旧暦 1 月 1 日から 15 日までの「春節」、3 月 3 日の「三月
三」、5 月 5 日の「端午節」、7 月 14 日から 15 日までの「中元節」、8 月 2 日の「土地公節」、
8 月 15 日の「中秋節」、9 月 9 日の「重陽節」であるが、チワン族の特徴として注目に値









No. 月日 行事名称 壮語の称謂と意味 
1 
12 月 30 日 















4 2 月 3 日 花炮節 − 
5 2 月 19 日 花王節 − 
6 3 月 3 日 三月三 
サムニエン、ツォーサム 
「三月初三」 





8 5 月 5 日 端午節 ヌーニエン・ツォーヌー 




10 6 月 6 日 土地公誕辰 
ゴン・トゥーダイ 
「土地公」 
11 6 月末 莫納節 − 
12 
7 月 7 日 




13 7 月 20 日 達汪節 − 
14 8 月 3 日 社節 （2 月と同じ） 
15 8 月 15 日 中秋節 
バッニエン・ツェーハー 
「八月十五」 
16 9 月 9 日 重陽節 
ギウニエン・ツォーギウ 
「九月初九」 
17 9 月 霜降節 − 
18 9 月 19 日 観音節 − 
19 10 月 10 日 十成節 − 





21 12 月 23 日 送竈節 
ワンザウ 
「竈王」 
 資料：塚田誠之（2000）『壮族文化史研究－明代以降を中心として－』第一書房、56〜61 頁の表により 






 春節は、中国の正月における 4000 年以上の歴史をもつ伝統的な祝日であり、中国だけ
ではなく、全世界の華人にとって最も大切な祝日である。チワン族は、漢族と同様に、中
国の漢代以降における伝統的暦法あるいは太陰太陽暦に基づき、正月を過ごす35。春節の
期間は、1 月 1 日から 15 日までの半月間であるが、地域によって差異もある。準備期間は
春節が間近になった 5 日前あるいは 10 日前から始まり、人々は故郷に帰省し、年越し用





































































































「七月半」とも呼ばれている。もともと中元節は旧暦の 7 月 15 日であるが、始まりの日
や特に重視される日は地域によって異なっており、チワン族では 7 月 14 日に盛大な儀式
で祖霊を祭ることが行われる。行事の期間は一般的には旧暦の 7 月 7 日から始まり、13
日、14 日、15 日、16 日までの間に行われたが、富裕な家庭では 6 日の間に毎日行事を行
っている。また、塚田（2000）によると、行事の期間についてチワン族地区の幾つかの県
では 7 月 6 日・7 日から 15・16 日までの場合もある。行事の内容は、7 日に祖先の霊を迎
え、アヒルを殺して供物として祭り、14 日に正式の祭りを行う。そして、14 日の夜から
15 日の朝にかけて祖先の霊を送る38。さらに『壮族通史』（1988）の記載によると、7 月 7
日にこの 1 年間に新たに死去した者の霊を祭り、14 日には新旧の死者の霊をともに祭る。 
 
（6）中秋節 

































































































著作はほとんどない。19 世紀末から 20 世紀初期にかけでは、西洋の宣教師や学者が中国
華南の少数民族地区を訪れ、ヤオ族と接触しながら、数多くの研究報告を出した。例えば、










 第二段階は、20 世紀の中華民国初期から 1940 年代末期までの研究である。清代末期に
は、西洋の民族学研究の方法論がすでに中国に流入していた。そのころ中国で有名な民族
研究者であった蔡元培は、民族研究において初めて西洋的な民族学方法論を提唱したが、
彼の最初の研究対象はヤオ族であった。また、1928 年 2 月から 8 月までの間に、中国中
央民族学研究グループの顏復礼と商承祚が広西凌雲県の 6 つの村を訪れて民族研究を行い、
翌年に紅頭瑤、藍靛瑤、盤古瑤、長髪瑤の生活習俗状況を中心とする研究『広西凌雲徭人































 第三段階は、中華人民共和国成立（1949）から 1990 年代末までの時期である。この時
期は、いわばヤオ族研究が画期的に展開した時期であり、さらに三つの段階に分けること
ができる。 

















 第二段階は、1966 年から 1976 年までの文化大革命の時期である。この時期には中国国
内のヤオ族研究はまったく進められなかったが、その一方で、国際的なヤオ族研究は発展















 第三段階は、1978 年から 90 年代末までの時期である。この期間は、中国の內外でヤオ













































 世界におけるヤオ族の人口は 350 万人を超え、ベトナム（80 万人）、ラオス（2.5 万人）、
タイ（5 万人）、ミャンマー（1,000 人あまり）、アメリカ（5 万人）、フランス（1,000 人

















































































侗（トン）語 茶山ヤオ族、那溪ヤオ族 拉珈 
広西チワン族自治区 
湖南省 
漢        語 平地ヤオ族、白領ヤオ族 炳多優、尤家 広西チワン族自治区 










































































時代 世紀 主要な居住地 
秦漢 BC3〜AD2 湖南省（湘江、資江、沅江中下流域、洞庭湖沿岸） 
南北朝 5〜6 長江、淮河流域 
隋・唐 6〜10 湖南省、広東省北部、広西チワン族自治区東部 
五代 10 湖南省五溪地区 
宋 10〜13 湖南省、広西チワン族自治区、広東省北部 
元・明 13〜17 広西チワン族自治区、広東省 
明末〜清末 17 広東省、広西チワン族自治区、貴州省、雲南省 








      資料：田畑久夫・金丸良子（1993）「ヤオ族の生業形態の研究：フィールドサーヴェイ 
         を中心として」『比較民族研究』7、104 頁の地図に筆者加筆 
  
 また、『瑤族簡史』にはヤオ族の移住の状況について次のように記載されている。すなわ














のヤオ族の人口はすでに全省人口の 10 分の 3 を占めており、ある地域では 10 分の 7 を占
めた。また、広東では 11 府 54 州県にはヤオ族が居住していた。明末清初（17 世紀）に
中 華 人 民 共 和 国 
0    300km 














































































2000 年 11 月に『瑤族通史』編集委員会が国内外のヤオ族研究者と専門家を招き、恭城瑤
族自治県において学術討論会を開催した。それと同時に、広西瑤族学会と上海復旦大学現
代人類学研究センターがヤオ族の由来を明らかにするために協同研究を行い、ヤオ族居住



























































































































































        資料：田畑久夫・金丸良子（1993）「ヤオ族の生業形態の研究：フィールド 







地形 伝統的な生業形態 集落規模 
トン族 



























































は、海抜 500～1,000ｍまでの石灰岩から成る峰が 1,000 余あり、都安ヤオ族自治県と大化














           資料：『南盤江−紅水河（中段）的河流地貌特征与地殻変形』の地図をもとに筆者作成 
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いる。また、上中流域の山間地は、さらに 3 種類の地形からなっている。 























オ族自治県の森林は 61 万 ha であり、そのうち 32 万 ha（5 割）が天然林、残りが
人工林、竹林、経済果園林などである（写真Ⅰ−1−2）。県土面積に占める森林面積
は 64％で、約 200 種以上の珍しい植物を擁している。 
② 水資源：広西チワン族自治区水利局の紅水河総合開発・利用計画には、紅水河流域
（上流および下流の一部が含まれる）の総延長は 1,200km、流域面積は 19 万 km2
である。年間降雨量は 1,200～1,800mm で、長江中・上流、黄河上流に次ぐ 3 番目
の豊富な水資源である。 
③ 鉱物資源：布努ヤオ族居住地域は、鉱物資源、特に非鉄金属とマンガン鉱の埋蔵量
が豊富であり、錫は全国第 1 位、アンチモンは第 2 位、銀は第 3 位、ボーキサイト
第 4 位、タングステン第 6 位、亜鉛とチタン第 7 位、鉛と水銀第 8 位を占めている。
特にマンガン鉱の埋蔵量は 1 億 3,500 万 t で、全国第 1 位である。 











































































































































































































































ス太鼓の 2 種類に分けられている。出演は 5 人で、2 人は銅鼓を打ち、1 人は銅鑼をたた









① 春節：春節は、毎年旧暦の 1 月 1 日である。中国で最も重要で最大の年中行事とい
える。布努ヤオ族の春節は、1 年の中で達努節についで第 2 の大きな祝日で、ヤオ
族語では「能新」と呼ぶ。しかし、布努ヤオ族の春節は、独自性を持っている。 






③ 鬼節：チワン族の祭りで、毎年の旧暦 7 月 14 日で、俗称「七月十四」である。布
努ヤオ族は「能責西」という。チワン族の人々は 2、3 日間農作業を休み、祖先を




























































































































西部地区 71.4 36,447 18,735 5,140 28.8 
中部地区 17.6 42,414 28,483 6,715 33.5 
東部地区 11.0 47,922 63,052 13,157 46.1 





















の恩施自治州、吉林省の延辺自治州を加え、面積は 685 万 km2、国土の 71.4％を占める（図
Ⅰ−2−2）。2001 年 12 月末の中国人口統計によると、西部の人口は 3.6 億人で、全国の 28.7％
を占め、そのうちの少数民族はおよそ全国の少数民族の 80％以上を占める（表Ⅰ−2−2）。
また、その地区はロシア、モンゴル、カザフスタン、パキスタン、ネパール、インド、ミ




2001 年の一人当たりの GDP は、全国平均水準の 3 分の 2、沿海部経済発達地区の平均水
準の 5 分の 2 であった。また、東部地区や全国平均の都市化率と比較すると、西部地区の
都市化率は低い状態にあり、28.8%となっている。 
 中国政府の西部地区に対する経済開発政策は中国成立後にすぐに動きはじめた。「中華人
民共和国西部地区中等都市発展戦略設定調査」52（2005）によると、1949 年から 2000 年
代までの西部地区に対する経済開発には三つの段階がある。 
 第 1 の段階は、1949 年から 1963 年にかけての西部地区を工業地域として強化しようと















 第 3 の段階は、1973 年から 1999 年にかけての西部地区と沿海部との協調発展を中心と


























 そして、このような地域間の経済格差を縮小するために 1996 年から始まった「第 9 次
5 カ年経済計画（1996〜2000 年）」の中では、西部の経済振興が重要な課題として注目さ






に経済格差を縮小させる」ことを報告した。また、1998 年 5 月に、江澤民は「現在から
次世紀の半ばまでの 50 年の間に、中国は基本的に現代化を実現していくが、現在は西部
地区開発のタイミングである」ことを強調した。さらに、1999 年 6 月に西安で行なわれ
た北西 5 省の国有企業改革と発展に関する座談会で、西部大開発戦略を西部地区経済発展
の大きな戦略の一つとして明確に提起すると同時に、西部大開発の実施に関わる問題も論





年 8 月 5 日から 10 月 30 日まで、中国国家国務院元総理朱鎔基は、専門の学者や研究者を
招き、西部大開発に関連する部門の役人たちを率いて、西部の陝西、雲南、四川、甘粛、
青海、寧夏などの 6 省・自治区で現地調査を行い、西部の生態環境、民族社会状況を考察







後、2000 年 1 月中旬に、国家計画発展委員会が設計した西部大開発戦略の実施に関する
「初歩構想」の法案は、数回にわたって修正及び補充され正式に完成された。また、2000
年 10 月に北京で開催された中国共産党第 15 期中央委員会第 5 回全体会議では、「国民経








































 2001 年 3 月 5 日の第 9 回全国人民代表大会第 4 次会議において、中国国務院は「国民
経済と社会発展の第 10 次 5 カ年計画綱要の報告」について審議したが、報告では西部大
開発戦略は国民経済と社会発展および中国現代化を実現する重要な政策としてその実施が
明確に示されている。 























































 国家から西部に対する基本建設投資をみると、第 1 次 5 カ年経済計画（1953〜1957 年）
から西部大開発政策の実施までの間にも、投資資金は増加の傾向にあったが、それから第
9 次 5 カ年経済計画（1996〜2000 年）までの間に投資資金は 7,133 億元に達した（表
Ⅰ−2−3）。その一方、第 9 次 5 カ年経済計画の間の投資資金の比率は最も低く、12.7%に
過ぎない。第 1 次 5 カ年経済計画（1953〜1957 年）から第 4 次 5 カ年経済計画（1966〜
1970 年）までの投資資金の比率は成長し続けて、第 4 次 5 カ年経済計画の時期にピーク
の 34.9%に達した。その原因は、前述したように、国家防衛の理由からで 1964 年から 1972
年にかけて政府が西部地区をさらなる重点開発の対象とし、沿海地域の既存の重工業を内
陸地区に移転させ、国家からの投資を増加したからである。また、第 4 次 5 カ年経済計画







見ると、第 10 次 5 カ年経済計画（2001〜2005 年）の 5 兆 7703 億元であったものが、第









表Ⅰ−2−3 中国 5 カ年計画における基本建設投資の推移 
（単位：億元） 
5 カ年計画 年 全国 西部 比率（%） 
第 1 次 5 カ年 1953〜1957 588 106 18.0 
第 2 次 5 カ年 1958〜1962 1,206 266 22.0 
調整時期 1963〜1965 422 108 25.6 
第 3 次 5 カ年 1966〜1970 976 341 34.9 
第 4 次 5 カ年 1971〜1975 1,764 432 24.5 
第 5 次 5 カ年 1976〜1980 2,342 466 19.9 
第 6 次 5 カ年 1981〜1985 3,410 588 17.2 
第 7 次 5 カ年 1986〜1990 7,349 1,090 14.8 
第 8 次 5 カ年 1991〜1995 2 兆 3584 3,426 14.5 
第 9 次 5 カ年 1996〜2000 5 兆 6287 7,133 12.7 
 資料：中国国家統計局「中国統計年鑑」により筆者作成 
 
表Ⅰ−2−4 中国 5 カ年計画における西部地区の社会固定資産投資の推移 
（単位：億元） 
5 カ年計画 年 全国 西部 比率（%） 
第 10 次 5 カ年 2001〜2005 29 兆 5362 5 兆 7703 19.5 
第 11 次 5 カ年 2006〜2010 92 兆 2889 19 兆 7758 21.4 




 表Ⅰ−2−5 は、中国第 10 次 5 カ年経済計画（2001〜2005 年）の実施における西部地区
の発展状況である。経済面をみると、西部地区の GDP は 2000 年の 1 兆 6655 億元から 2005
年までに 3 兆 3493 億元に達し、約 2 倍に成長した。一人当たりの GDP も 2000 年の 4,624
元から 2005 年までに 9,180 元に増え、約 2 倍に成長した。国際貿易収入は 2.6 倍の成長
で、2005 年までに 451 億ドルという規模になった。平均収入をみると、都市部の人の平
均年収は、2000 年の 5,490 元から 2005 年までに約 1.6 倍の成長をみせて 8,783 元に達し
た。農村部の人の平均年収は、2000 年から 2005 年までに 1.4 倍で伸び、2,379 元に達し
た。また、インフラの整備をみると、鉄道、自動車道路、高速道路の総延長は、西部大開
発から 15 年の間に、著しく発展した。2000 年から 2005 年までの間に鉄道は 22,109km
から 27,594km に増え、自動車道路は 780,339km に増加し、高速道路は 10,530km に達
した。空港の数は、2000 年の 58 ヵ所から 2005 年までには 66 ヵ所に増加した。固定電話
世帯数は、2000 年の 2,623 万世帯から 2005 年までに 7,030 万世帯に急増した。携帯電話






在学生徒数は、2000 年の 1,834 万人から 2005 年までの間に 2,354 万人に増え、医療機関
のベッド数は 5 年の間に 5.7 万個にまで増加し、累計 5.7％の成長を見せた。 
 さらに、2007 年 3 月に、中国国家発展改革委員会と国務院西部地区開発チームは、「中
華人民共和国国民経済と社会発展の第 11 次 5 カ年計画要綱」に基づいて、西部大開発の




表Ⅰ−2−5 第 10 次 5 カ年経済計画（2001〜2005 年）における西部地区の発展状況 
項  目 
2000 年 2005 年 
年平均増加率 
（％） 
西部 全国 西部 全国 西部 全国 
人口（億人） 3.6 12.7 3.6 13.1 [−0.6] [3.1] 
GDP(億元) 16,655 97,209 33,493 197,789 11.3 11.9 
一人当たり GD（元） 4,624 7,766 9,180 15,386 14.7 14.7 
国際貿易収入（億ドル） 172 4,743 451 14,219 21.3 24.6 
都市部の平均年収（元） 5,490 6,280 8,783 10,493 9.9 10.8 
農村部の平均年収（元） 1,690 2,250 2,379 3,255 7.1 7.7 
鉄道（km） 22,109 58,656 27,594 75,438 [24.8] [28.6] 
自動車道路（km） 553,874 1,402,698 780,339 1,930,543 [40.9] [37.6] 
高速道路（km） 3,677 16,314 10,530 41,005 23.4 20.2 
空港（ヵ所） 58 121 66 142 [13.8] [17.4] 
固定電話世帯数（万） 2,623 14,483 7,030 35,045 21.8 19.3 
携帯電話契約数（万） 1,382 8,453 8,012 39,341 42.1 36.0 
中学校学生在学数（万人） 1,834 7,369 2,354 8,581 5.1 3.1 
医療機関ベッド数（万） 83 318 89 335 [5.7] [5.5] 
 資料：国家発展改革委員会と国務院西部地区開発チームの「西部大開発第 11 次 5 カ年計画」（2007 年）、7 
    頁の表により筆者作成 













表Ⅰ−2−6 第 11 次 5 カ年計画の実施における西部地区の発展状況 
項  目 
2005 年 2010 年 年平均増加率（％） 
西部 全国 西部 全国 西部 全国 
人口（億人） 3.6 13.1 3.6 13.4 0.1 0.5 
GDP（億元） 33,493 197,789 81,409 401,202 13.6 11.2 
一人当たり GDP（元） 9,180 15,386 22,570 29,920 29.0 18.9 
国際貿易収入（億ドル） 451 14,219 1,284 29,740 23.3 15.9 
都市部の平均年収（元） 8,783 10,493 15,806 19,109 12.5 12.7 
農村部の平均年収（元） 2,379 3,255 4,418 5,919 13.2 12.7 
鉄道（万 km） 2.7 7.5 3.5 9.1 5.3 3.9 
自動車道路（万 km） 120.3 334.5 156.8 400.8 5.4 3.7 
高速道路（万 km） 1.1 4.1 2.1 7.4 15.1 12.6 
「两基」被覆率（％） 91.5 95.0 100 100 [8.5] [5] 
森林被覆率（％） 14.4 18.2 17.1 20.4 [2.6] [2.2] 
二酸化硫黄排出量（万 t） 897 2,549 817 2,185 [−9] [−14] 
医療機関従業員（万人） 133 543 207 820 9.2 8.6 
 資料：国家発展改革委員会の「西部大開発第 12 次 5 カ年計画」（2012 年）、3 頁の表により筆者作成 
 注：1）［ ］内の数値は 2006 年から 2010 年の累計である。 
   2）两基は、「9 年の基本義務教育」と「基本的に文盲をなくす」の略称である。 
 
 西部地区には、第 12 次 5 カ年計画（2011〜2015 年）における西部大開発の実施によっ
て多大な経済効果がもたらされ、同時に環境保護も積極的に推進された。表Ⅰ−2−6 をみ
ると、2010 年の GDP は 8 兆 1409 億元で、2005 年の 3 兆 3493 億元よりも約 2.4 倍に成
長し、年平均増加率は 13.6％である。国際貿易収入は大幅に増え、2010 年までに 1,284
億ドルに達した。これは、2001 に中国が世界貿易機関（WTO）に加盟したことによる経
済波及効果の結果であると思われる。また、都市部と農村部の平均年収はさらに増加し、





酸化硫黄排出量は 2005 年より 8.9 万 t に減少した。さらに、医療機関の従業員は、5 年間
で 74 万人が増加した。 
 また、2013 年 10 月に中国国務院が公開した「国務院関於深入実施西部大開発战略状況
的報告」によると、2000 年から 2012 年にかけての中央政府から西部地域の省級政府への
財政移転支払は合計 8 兆 5000 億元で、中央からの投資は合計 1 兆元を超え、全国投資総





目の重大な事業を完成させ、総投資額は約 3 兆 7000 億元であった。民用航空局は、民用
航空の発展に 301 億元の資金を投入し、全予算の 44％を占める。水利部は合計 2,835 億
元を水利投資に配分し、全体の 35％を占める。農業部は、合計 2,060 億元の資金で西部の
農業を発展させた。国土資源部は、西部地区の地質の実地調査研究に対して全国の 60％に
当たる合計 1,400 億元の経費を投入し、2,245 ヵ所の鉱床を発見した。住宅建設部は 2,000
億元余の補助資金を都市住宅保障プロジェクトに投入し、西部地区に約 1,150 万セットの
住宅を建設した。衛生委員会は、合計 2,703 億元の資金に西部地区を配分し、全国の 46％
を占める。民政部は、合計 1,872 億元の資金補助を西部地区の都市住民最低生活保障に投
入し、全国の 44％を占める。中央貧困扶助資金は、合計 1,414 億元を西部地区に投入し、
全国の 65％を占める。また、中国人民銀行、銀行業監督管理委員会、証券監督管理委員会、
保険監督管理委員会などの部門が西部地区を優遇した金融政策を実施し、貸付政策と監督
管理の面で積極的に支援し、西部地区の金融サービスに対して力を入れた。2012 年 12 月
末に、西部地区の外貨貸与残高は 12 兆 5000 億元に達した。発展改革委員会と財政部によ
ると、国際金融機関からは合計 218 億ドルの貸付が西部地区に対して行われ、全国の 58％
を占める。 
  
表Ⅰ−2−7 西部大開発における 15 年間の西部地区の発展状況 
項 目 
2000 年 2005 年 2010 年 2015 年 
西部 全国 西部 全国 西部 全国 西部 全国 
GDP（億元） 16,655 97,209 33,493 197,789 81,409 401,202 145,421 676,708 
人口（億人） 3.6 12.7 3.6 13.1 3.6 13.4 3.7 13.8 
一人当たり
GDP（元） 
4,624 7,766 9,180 15,386 22,551 29,918 38,984 49,215 
都市部平均
年収（元） 
5,490 6,280 8,783 10,493 15,806 19,109 26,473 31,790 
農村部平均
年収（元） 
1,690 2,250 2,379 3,255 4,418 5,919 9,093 10,772 
鉄道（万 km） 2.2 5.9 2.8 7.5 3.5 9.1 4.8 12.1 
自動車道路 
（万 km） 
55.4 140.3 78.0 193.1 156.8 400.8 172.1 457.7 
高速道路 
（万 km） 
0.4 1.6 1.1 4.1 2.1 7.4 4.4 12.4 
空港（ヵ所） 58 121 66 142 85 175 106 201 





 また、表Ⅰ−2−7 は西部大開発政策が実施された 15 年間における西部の発展状況である
が、西部地区の GDP は 2000 年の 1 兆 6655 億元から 2015 年までに 8.7 倍で成長し、14
兆 5421 億元に達した。また、一人当たり GDP は 2000 年の 4,624 元から 2015 年までに
8.4 倍で成長し、38,984 元に増えた。収入をみると、都市部の人の平均年収は、2000 年か
ら 2015 年までに 4.8 倍で成長して 26,473 元に達した。農村部の人の平均年収は、都市部
の人の平均年収と比べると低いが、その一方で 2000 年からは 5.4 倍の伸びを見せ、2015
年までに 9,093 元に達した。 
 さらに、インフラの整備は空前の規模で行われ、鉄道、自動車道路、高速道路などの基
本の施設は西部大開発から 15 年の間に著しく発展した。鉄道は 2000 年の 2.2 万 km から
2015 年までに 4.8 万 km に増え、自動車道路は 172.1 万 km に延伸し、高速道路は 4.4 万
km に達した。特に、西部地区の空港の数は、2000 年の 58 ヵ所から 2015 年までには 106
ヵ所に増加し、全国の空港の半数以上を占めるようになった。 




華人民共和国国民経済和社会発展第 13 次 5 カ年計画」に基づいて、「西部大開発第 13 次
5 カ年計画（2016〜2020 年）」が編制された。その発展の目標は以下の通りである。 
 第一は、経済が持続可能な発展をすることである。地域の優位性を十分に発揮し、経済
の構造を最適化することによって、経済の増加率は全国の平均水準よりも高くなる。2020

































表Ⅰ−2−8 第 13 次 5 カ年計画における西部大開発の目標 
項  目 2015 年 2020 年 
経済発展 
一人当たり GDP（元） 38,984 54,000 
GDP（億元） 14 兆 5421 20 兆 
サービス業占有増加率（％） 42.5 >45 
都市化率（％） 48.7 54.0 
資源環境 
農地保有量（万ムー） 75,642 67,900 
草原植物被覆率（％） 50.6 53.6 
森林被覆率（％） 18.5 19.1 
湿地保有量（万ムー） 44,850 44,850 
社会発展 
平均年収（元） 16,868 26,000 
平均寿命（歳） 74.5 75.5 
労働人口教育平均年齢（年） 9.7 10.5 
貧困率（％） 10 <3 
開発能力 
研究資金投入率（％） 1.2 >2 
万人当たり知的財産占有量（件） 2.7 >5.5 
科学技術への貢献率（％） 47.7 55 
 資料：国家発展改革委員会の「第 13 次 5 カ年計画西部大開発」（2017 年）、7〜8 頁の表により筆者作成 












 そして、表Ⅰ−2−9 に示すように、西部の GDP と東部の GDP の差異をみると、その差
は拡大しているが、一方で年間 GDP は毎年成長している。全国の GDP は、2000 年の 9
兆 9776 億元から 2015 年までに 67 兆 6708 億元に達した。そうしたなかで、西部地区の
年間 GDP の全国 GDP に対する比率をみると、2000 年の 16.7%から 2015 年には 21.5%
までに成長し、比率は約 5.2%上がったことがわかる。これに対して東部地区の GDP は、
2000 年の 5 兆 5171 億元から 2015 年までに 37 兆 1778 億元に達し、約 6.7 倍の成長とな
っている。さらに、東部地区の年間 GDP の全国 GDP に対する比率は、2000 年の 55.3%






















2000 99,776 16,655 16.7 55,171 55.3 38,516 
2001 110,270 18,735 17.0 63,052 57.2 44,317 
2002 121,002 20,718 17.1 70,555 58.3 49,836 
2003 136,565 23,696 17.4 82,274 60.3 58,578 
2004 160,714 28,603 17.8 98,696 61.4 70,092 
2005 185,896 33,493 18.0 117,039 63.0 83,546 
2006 217,657 40,346 18.5 137,457 63.2 97,111 
2007 268,019 49,182 18.4 163,940 61.2 114,757 
2008 316,752 60,448 19.1 192,582 60.8 132,134 
2009 345,629 66,973 19.4 210,233 60.8 143,259 
2010 401,202 81,408 20.3 248,423 61.9 167,015 
2011 484,124 95,291 19.7 269,259 55.6 173,968 
2012 534,123 114,093 21.4 295,665 55.4 181,573 
2013 588,019 126,214 21.5 322,259 54.8 196,045 
2014 635,910 138,074 21.7 349,053 54.9 210,979 
2015 676,708 145,421 21.5 371,778 54.9 226,356 





































































西部地区の対外開放は拡大し、国際観光の発展も促された。また、2001 年 11 月 10 日に、
カタールの首都ドーハで開催されていた世界貿易機関（WTO）の第 4 回代表会議で、正式





















地   区 1995 年 2000 年 2005 年 2010 年 2015 年 
全  国 880.6 1,468.0 3,009.9 5,411.1 5,249.0 
西部地区 212.9 311.8 541.2 941.9 1,398.8 
 内モンゴル自治区 29.5 38.7 99.6 140.0 153.4 
 広西チワン族自治区 30.7 50.8 88.7 141.4 239.2 
 重慶市 ー 19.3 41.8 104.0 99.0 
 四川省 24.5 20.0 68.3 75.0 193.4 
 貴州省 7.8 7.1 9.3 18.6 29.9 
 雲南省 47.4 66.6 99.7 231.2 420.0 
 チベット自治区 6.5 13.6 11.1 21.4 14.3 
 陝西省 39.7 58.5 74.6 155.2 194.2 
 甘肅省 7.1 14.3 17.2 5.0 3.2 
 青海省 0.9 1.5 1.5 3.4 4.5 
 寧夏回族自治区 0.3 0.6 0.7 1.3 1.8 
 新疆ウイグル自治区 18.6 20.8 29.0 45.4 45.9 
 資料：中国国家統計局「中国統計年鑑 2016 年」により筆者作成 
 注：重慶市は 1997 年 6 月 18 日に直轄市に指定され、四川省の統計数値から分離。 
 









 表Ⅰ−2−10 は、1995 年から 2015 年にかけての期間の 5 年ごとの西部各地区の外国人観
光客数を示しており、表Ⅰ−2−11 は同じく国際観光収入の統計データである。西部地区全
体の統計でみると、1995 年の外国人観光客数は 213 万人であるが、2000 年までの 5 年間
に渡って、99 万人が増加して 312 万人に達した。西部大開発政策の実施後に、西部地区







1,399 に万人なった。国際観光収入は、1995 年には 7.8 億ドルであったが、2000 年まで
の 5 年間に渡って、16 億ドルに達した。西部大開発政策の実施後に、西部地区の国際観光
収入はますます増加し、2015 年までに 144 億ドルに成長した。その中で、2015 年の外国
人観光客数と国際観光収入をみると、雲南省、広西チワン族自治区、陝西省の外国人観光




地   区 1995 年 2000 年 2005 年 2010 年 2015 年 
全  国 824,990 1,432,600 2,554,070 5,197,490 6,501,990 
西部地区 78,030 158,530 258,360 526,480 1,144,220 
 内モンゴル自治区 9,050 12,650 35,210 60,190 96,250 
 広西チワン族自治区 12,110 30,660 35,890 80,620 191,690 
 重慶市 − 13,840 26,440 70,320 146,860 
 四川省 12,530 12,190 31,600 35,410 118,090 
 貴州省 2,900 6,090 10,140 12,960 23,130 
 雲南省 16,500 33,900 52,800 132,370 287,550 
 チベット自治区 1,130 5,230 4,440 10,360 17,670 
 陝西省 13,940 28,030 44,630 101,600 200,020 
 甘肅省 2,080 5,460 5,880 1,480 1,420 
 青海省 240 720 1,100 2,050 3,880 
 寧夏回族自治区 110 270 230 600 2,080 
 新疆ウイグル自治区 7,440 9,490 10,010 18,540 55,590 
 資料：中国国家統計局「中国統計年鑑 2016 年」により筆者作成 




地   区 2000 年 2005 年 2010 年 2015 年 
内モンゴル自治区 735 2,062 4,478 8,352 
広西チワン族自治区 3,951 6,493 14,074 33,661 
重慶市 3,070 5,965 16,000 38,179 







地  区 2000 年 2005 年 2010 年 2015 年 
貴州省 ［1,910］ 3,099 11,550 37,500 
雲南省 3,841 6,861 13,800 32,300 
チベット自治区 46 169 661 2,003 
陝西省 ［3,364］ 5,988 14,354 38,300 
甘肅省 733 1,208 4,284 15,633 
青海省 318 633 1,222 2,309 
寧夏回族自治区 243 500 1,019 1,836 
新疆ウイグル自治区 758 5,541 3,038 5,929 
合  計 25,303 51,682 111,579 275,002 
 資料：中国国家統計局「中国統計年鑑」と各省・市・自治区の「国民経済と社会発展統計公報」により筆 
    者作成 




地  区 2000 年 2005 年 2010 年 2015 年 
内モンゴル自治区 32 180 693 2,194 
広西チワン族自治区 147 278 898 3,136 
重慶市 137 279 868 2,094 
四川省 ［300］ 696 1,862 6,138 
貴州省 ［44］ 251 923 3,351 
雲南省 183 386 917 3,104 
チベット自治区 3 16 66 269 
陝西省 ［142］ 316 916 2,904 
甘肅省 19 58 236 975 
青海省 11 25 71 246 
寧夏回族自治区 9 18 68 160 
新疆ウイグル自治区 63 484 281 1,022 
合  計 1,079 2,986 7,800 25,592 
 資料：中国国家統計局「中国統計年鑑」と各省・直轄市・自治区の「国民経済と社会発展統計公報」によ 
    り筆者作成 





 表Ⅰ−2−12 は、2000 年から 2015 年にかけての期間の 5 年ごとの西部各地区の国内観光
客数を示し、表Ⅰ−2−13 は観光収入の統計データである。西部大開発とともに国内観光客
の数も増加し続け、2015 年は、西部地区国観光客数が 27 億 5002 万人となり、2000 年の
2 億 5303 万人を大きく上回った。各省・直轄市・自治区ごとの国内観光客数をみると、3
億人以上の地区は 6 ヵ所である。特に、四川省の 5.9 億人という観光客数は各地区の中で
最多である。国内観光収入は爆発的に増加し、2015 年の西部地区の国内観光収入は 2 兆










 また、2006 年 12 月 8 日に、「中国国家発展与改革委員会」や「国務院西部地区開発チ
ーム」は、西部大開発の推進、地域経済発展の協調をさらに促進するために、「中華人民共
和国国民経済と社会発展の第 11 次 5 カ年計画要綱」に基づいて、翌年の 3 月に「西部大






















































































 資料：国家発展と改革委員会と国務院西部地区開発チーム「西部大開発第十一次五カ年計画」（2007 年）、 






























によると、中国全土の貧困県数は 592 県であるが、そのうち西部地区が 420 県で、全国の
71.0%を占める（表Ⅰ−2−15）。貧困県の数が最も多いの雲南省で、73 県に達し、全国の貧
困県の 12.3%を占める。陝西省と貴州省は同数の 50 県で 2 位に並び、貧困県の数が最も
少ない寧夏回族自治区では 8 県である。また、全国の貧困人口は 8,249 万人で、中国総人
口の 6.1%を占め、そのうち西部地区の貧困人口は 4,209 万人、全国の貧困人口の 51.0%
を占める。また、西南部のエスニック・ツーリズムとエコツーリズム開発地域（重慶市、
四川省、貴州省、雲南省、広西チワン族自治区）では、貧困人口は 2,781 万人で、全国の














表Ⅰ−2−15 西部地区の貧困人口と貧困県数（2013 年） 
地   区 












全  国 8,249 100 136,072 6.1 592 100 
西部地区 4,209 51.0 36,637 11.5 ［420］ 71.0 
 内モンゴル自治区 114 1.4 2,498 4.6 30 5.1 
 広西チワン族自治区 634 7.7 4,719 13.4 28 4.7 
 重慶市 139 1.7 2,970 4.7 14 2.4 
 四川省 602 7.3 8,107 7.4 36 6.1 
 貴州省 745 9.0 3,502 21.3 50 8.5 
 雲南省 661 8.0 4,687 14.1 73 12.3 
 チベット自治区 72 0.9 312 23.1 27 4.6 
 陝西省 410 5.0 3,764 10.9 50 8.5 
 甘肅省 496 6.0 2,582 19.2 43 7.3 
 青海省 63 0.8 578 10.9 15 2.5 
 寧夏回族自治区 51 0.6 654 7.8 8 1.4 
 新疆ウイグル自治区 222 2.7 2,264 9.8 27 4.6 
 資料：国務院貧困扶助と開発チームの 2013 年「国家貧困扶助開発重要県名簿」と 2014 年「扶貧開発建档 
    立卡工作方案」及び「中国統計年鑑 2013 年」により筆者作成 
 注：［ ］の数値は西部 12 の省・直轄市・自治区の貧困県数及び湖南省の湘南自治州 7 県、湖北省の 
   恩施自治州 8 県、吉林省の延辺自治州 4 県である。 
 









グリーン・ツーリズムの観光客は 7,850 万人で、2014 年と比較した増加率は 19.8％であ


























の戦略において西部大開発は初期の構想であり、1996 年の第 9 次 5 カ年計画の中では、
西部の経済振興が重要な課題として注目された。1999 年の「中国共産党中央委員会国有企
業改革若干重大な問題の決定」の中で、西部大開発プロジェクトの実施が策定された。そ
の後、2001 年に中国国務院は「国民経済と社会発展の第 10 次 5 カ年計画綱要の報告」を
審議したが、この報告では西部大開発戦略が国民経済と社会発展および中国現代化を実現
する重要な政策として、その実施を明確に提示されている。 
































表Ⅰ−3−1 西南中国雲南省、貴州省、広西チワン族自治区の少数民族（2010 年） 
地 区 











全 国 137,054 100.0 11,379 100.0 55 
3 地区 12,674 9.3 4,746 41.7 − 
 雲南省 4,597 3.4 1,534 13.5 25 
 貴州省 3,475 2.5 1,255 11.0 19 
 広西チワン族自治区 4,603 3.4 1,958 17.2 12 
 資料：中国国家統計局（2010 年）「第六次全国人口統計調査」により筆者作成 
 
 































1 貴州省 62 18.2 16 河南省 5 1.5 
2 広西チワン族自治区 59 17.4 17 陝西省 5 1.5 
3 雲南省 41 12.1 18 四川省 5 1.5 
4 湖南省 27 7.9 19 重慶市 5 1.5 
5 湖北省 21 6.2 20 黒竜江省 4 1.2 
6 寧夏回族自治区 12 3.5 21 遼寧省 4 1.2 
7 福建省 10 2.9 22 北京市 4 1.2 
8 チベット自治区 10 2.9 23 海南省 3 0.9 
9 河北省 9 2.7 24 江西省 3 0.9 
10 吉林省 9 2.7 25 内モンゴル自治区 3 0.9 
11 青海省 9 2.7 26 安徽省 2 0.6 
12 新疆ウイグル自治区 8 2.4 27 江蘇省 1 0.3 
13 広東省 7 2.1 28 天津市 1 0.3 
14 浙江省 6 1.8 
合  計 340 100.0 
15 甘粛省 5 1.5 
 資料：中国国家民族事務委員会の統計により筆者作成 
 
 西南中国に位置する雲南省、貴州省、広西チワン族自治区の三つの地区の人口は 1 億
2674 万人、全国人口の 9.3%を占め、そのうち、少数民族の人口は 4,746 万人で、全国の
少数民族人口の 41.7%を占めている。それら三つの地区を比較すると、広西チワン族自治
区の少数民族の人口が最も多く 1,958 万人であり、全国の少数民族の人口の 17.2%を占め
ている。雲南省には、25 の少数民族が居住しており、人口は 1,534 万人である。貴州省に










門家の評価および審査を受けた 340 の村が第 1 回の「中国少数民族特色村」に決定した。























       資料：杜国慶（2012）「中国雲南省における少数民族の分布について」 
                  『立教大学観光学部紀要』第 14 号、81 頁の図 7 に筆者加筆 
 
58杜国慶（2012）：「中国雲南省における少数民族の分布について」『立教大学観光学部紀要』
第 14 号、75 頁。 






No. 自治県 民族 設置年 所在市・州 
1 峨山 イ  1951 玉渓市  
2 瀾滄 ラフ  1953 
普洱市  3 江城 ハニ、イ  
1954 
4 孟連 タイ、ラフ、ワ  
5 耿馬 タイ、ワ  1955 臨滄市  
6 寧浪 イ  
1956 
麗江市  
7 貢山 トーロン、ヌー  怒江リス族自治州(1954) 
8 巍山 イ、回  大理ぺー族自治州(1956) 
9 石林 イ  
昆明市  
10 尋甸 回、イ  
11 屏辺 ミャオ  
1958 
紅河ハニ族イ族自治州(1957)  
12 河口 ヤオ  
13 滄源 ワ  臨滄市  
14 麗江 ナシ  1961 麗江市  
15 南澗 イ  
1963 
大理ぺー族自治州(1956)  
16 西盟 ワ  
普洱市  
17 墨江 ハニ  
1979 18 新平 イ、タイ  
玉渓市  
19 元江 ハニ、イタイ  
20 漾濞 イ 
1985 
大理ぺー族自治州(1956)  
21 維西 リス  迪慶チベット族自治州(1957)  
22 金平 ミャオ、ヤオ、タイ  紅河ハニ族イ族自治州(1957)  
23 禄勧 イ、ミャオ  昆明市  
24 寧 ハニ、イ  
普洱市  25 景東 イ  
26 景谷 タイ、イ  
27 双江 ラフ、ワ、ブラン、タイ 臨滄市  
28 蘭坪 ぺー、プミ  1987 怒江リス族自治州(1954)  
29 鎮洱 イ、ハニ、ラフ  1990 普市  
 資料：杜国慶（2012）「中国雲南省における少数民族の分布について」『立教大学観光学部紀要』第 14 号、 






















































年 テーマ 目  的 
1992 中国友好観光年 観光を通じて国際友好交流を促進する（遊中国、交朋友） 
1993 中国山水風光遊 自然観光を促進する（錦繍河山遍中華、名山聖水任君遊） 
1994 中国文物古跡遊 歴史文化観光を促進する（五千年的風采、伴你中国之旅） 
1995 中国民族風情遊 エスニック・ツーリズムを促進する（众多的民族、各異的風情） 
1996 中国度暇休閑遊 休暇観光を促進する（96 中国：嶄新的度假天地） 
1997 中国旅遊年 国内観光を促進する（12 億人喜迎 97 旅遊年） 
1998 中国華夏城郷遊 グリーン・ツーリズムを促進する（現代城郷、多彩生活） 
1999 中国生態環境遊 エコツーリズムと自然観光を促進する（返璞帰真、怡然自得） 
2000 中国神州世紀遊 歴史文化観光を促進する（文明古国、世紀風采） 
2001 中国体育健身遊 スポーツ観光を促進する（跨入嶄新世紀、暢遊神州大地）  
2002 中国民間芸術遊 民間芸術の保護と観光を促進する（民間芸術、華夏瑰宝） 











2008 中国奥運旅遊年 オリンピックを契機に観光を促進する（北京奥運、相約中国） 




2011 中華文化遊 中国の文化観光を促進する（中華文化、魅力之旅） 
2012 中国歓楽健康遊 スポーツ観光を促進する（愛旅遊、愛生活） 
2013 中国海洋旅遊年 レシャー観光を促進する（美丽中国、海洋之旅） 
2014 











































 表Ⅰ−3−5 をみると、1978 年改革開放の翌年には、前年に雲南省の国際観光客は 13,444
人あったものが、935%の成長を示したが、それは対外開放政策の実施により外国人が中国
を訪れることができるようになって、人数が増えたからである。また、1980 年から 1988
年にかけて、国際観光客の人数は増加し続け、1986 年からは 10 万人台に達し、1988 年
には 121,312 人となった。しかし、1989 年に天安門事件が起こったため、国際観光客の
人数は約 4 割で減少して、74,431 人となり、そのうち香港・マカオ・台湾を除く外国人客
は約 5 割弱まで激減した。その一方、1990 年になると、国際観光客の人数は回復し、99%
の増加率を示して過去最高の 148,166 人となった。それは雲南省を訪問する香港・マカオ・
台湾からの観光客が 203%と大幅に成長した結果である。さらに、1990 年代の雲南省の国

































1978 1,299 − 759 − 540 − − − 
1979 13,444 935.0 7,901 941.0 5,543 926.5 − − 
1980 20,500 52.5 7,900 −0.01 12,600 127.3 − − 
1981 23,600 15.1 9,100 15.2 14,500 15.1 − − 
1982 40,468 71.5 24,333 167.4 16,135 11.3 − − 
1983 41,513 2.6 26,606 9.3 14,907 −7.6 − − 
1984 65,124 56.9 43,319 62.8 17,321 16.2 4,484 − 
1985 80,101 23.0 57,248 32.2 15,913 −8.13 6,940 54.8 
1986 105,432 31.6 66,918 16.9 27,010 69.7 11,504 65.8 
1987 113,609 7.8 74,795 11.8 28,764 6.5 10,050 −12.6 
1988 121,312 6.8 76,658 2.5 42,168 46.6 2,486 −75.3 
1989 74,431 −38.6 40,127 −47.7 32,193 −23.7 2,111 −15.1 
1990 148,166 99.1 49,787 24.1 97,458 202.7 921 −56.4 
1991 210,538 42.1 87,921 76.6 119,780 22.9 2,837 208.0 
1992 313,462 48.9 160,059 82.1 150,771 25.9 2,632 −7.2 
1993 405,209 29.3 268,573 67.8 132,837 −11.9 3,799 44.3 
1994 522,059 28.8 402,332 49.8 117,795 −11.3 1,932 −49.1 
1995 596,942 14.3 473,769 17.8 122,398 3.9 775 −59.9 
1996 742,527 24.4 571,948 20.7 165,216 35.0 5,363 592.0 
1997 814,063 9.6 588,908 3.0 217,930 31.9 7,225 34.7 
1998 760,909 −6.5 548,890 −6.8 209,110 −4.1 2,909 −59.7 



































2000 100 − 3.4 − 3,841 − 183 − 
2001 110 65.2 3.7 9.1 4,570 19.0 226 23.4 
2002 130 18.5 4.2 13.2 5,110 11.8 255 12.8 
2003 100 −23.3 3.4 −18.9 5,169 1.2 278 9.1 
2004 110 10.1 4.2 24.1 6,011 16.3 334 20.1 
2005 150 36.5 5.3 25.1 6,861 14.1 386 15.6 
2006 394 162.5 6.6 24.6 7,721 12.5 477 23.6 
2007 458 16.2 8.6 30.7 8,986 16.4 498 4.3 
2008 511 11.4 10.1 17.2 10,250 14.1 595 19.5 
2009 578 13.1 11.7 16.3 12,000 17.1 731 22.9 
2010 663 14.7 13.2 13.0 13,837 15.3 917 25.5 
2011 764 15.2 14.0 5.8 16,332 18.0 1,196 30.4 
2012 886 16.1 19.5 39.0 19,630 20.2 1,579 32.1 
2013 1,043 17.7 24.2 24.2 23,972 22.1 1,962 24.2 
2014 998 −4.4 24.2 0.1 28,100 17.2 2,517 28.3 




表Ⅰ−3−6 に示すように、西部大開発政策の実施後、雲南省の国際観光客は、2000 年の 67
万人から 2015 年までに 1,075 万人となり、約 16 倍の成長をみせた。その間、ビザの大幅
緩和等により、2006 年に雲南省へ訪れた国際観光客数は大幅に成長し、2005 年と比較し
て 162%で増加となり、最高の増加率を記録した。その一方、2003 年 3 月中旬から伝染病
の SARS が発生し、香港、中国などアジアを中心に拡大したことによって、中国の第 3 次
産業は大きな影響を受け、国際観光客数は 2002 年より 30 万人が減少し、増加率はマイナ
ス 23.3%となった。同時に、国際観光収入は、2002 年の 4.2 億ドルから 3.4 億ドルに減っ
て、増加率はマイナス 19%であった。また、2014 年には、テロによって国際観光客数が
998 万人となって、前年より 4.4%減少したにもかかわらず、国際観光収入は 24.2 億ドル
となって、前年より金額は微増傾向にある。一方、国内観光客の人数をみると、西部経済
の発展につれて成長し続けたが、2003 年の SARS の影響によって、人数は 2002 年の観光
客数と比べて微増傾向にととまり、59 万人が増えて、増加率はわずか 1.2%であった。ま
た、2014 年はテロが発生したにもかかわらず、国内観光客の人数は 2013 年よりも 17%伸






 表Ⅰ−3−7 は、2013 年雲南省自治州・市別の観光経済効果の統計データであり、全省の
観光総収入は 2,112 億元、国内観光客は 2 億 3970 万人、国際観光客は 533 万人である。
そのうち、8 つの少数民族自治州の観光総収入は 930 億元、全省の 44％を占め、国内観光
客は 9,851 万人、全省の 41％を占め、国際観光客は 283 万人、全省の半数以上を超え、
53％を占めている。また、少数民族自治州以外の 8 つの市の観光総収入は 1,182 億元、国
内観光客は 1 億 4119 万人、国際観光客は 250 万人であるが、観光総収入と国内観光客の
いずれも 8 つの少数民族自治州より多いが、その一方で国際観光客の人数は 8 つの少数民
族自治州よりも低くなっている。さらに、民族観光村は、全省で 150 カ所、8 つの少数民























1 昆明市 516 19.4 5,479 17.8 1,231,265 8.3 8 
2 麗江市  279 31.9 1,980 30.7 996,716 17.7 8 
3 大理州 249 27.4 2,170 21.2 706,849 25.7 12 
4 西双版納州 172 22.7 1,384 19.4 416,589 11.3 9 
5 迪慶州 127 25.4 1,123 18.9 1233,086 22.1 7 
6 紅河州 127 22.3 1,736 18.2 200,429 17.3 13 
7 徳宏州 103 27.0 776 20.8 176,023 16.0 11 
8 玉渓市  86 21.3 1,756 20.2 4,363 9.5 13 
9 曲靖市 76 18.8 1,025 17.7 20,303 6.8 8 
10 普洱市 71 39.7 1,128 37.8 53,058 18.3 10 
11 文山州 68 22.4 780 28.5 46,453 44.4 8 
12 楚雄州 66 33.1 1,659 23.5 32,469 16.1 11 
13 保山市 66 28.2 938 18.3 133,757 10.0 10 
14 昭通市 58 42.0 1,376 35.6 1,879 87.9 7 
15 臨滄市  31 31.3 437 28.0 61,039 10.1 7 
16 怒江州 17 46.2 222 18.4 20,686 8.1 8 
州合計 930 ［44.0］ 9,851 ［41.1］ 2,832,584 ［53.1］ 79 
市合計 1,182 ［56.0］ 14,119 ［58.9］ 2,502,380 ［46.9］ 71 
全 省 2,112 − 23,970 − 5,334,964 − 150 
 資料：雲南省旅遊局「雲南旅遊産業発展年度報告（2013〜2014 年）」、10 頁の表により筆者作成 
 注：1）民族観光村は、第十二次五カ年経済発展期（2011〜2015 年）の統計。 








 貴州省は、畢節市、遵義市、銅仁市、六盤水市、安順市、貴陽市などの 6 つの市、黔西
南プイ族ミャオ族自治州、黔南プイ族ミャオ族自治州、黔東南ミャオ族トン族自治州など
の 3 つの自治州を有しており、面積は 17 万 7359km2、2010 年末の総人口は 3,475 万人で
ある（表Ⅰ−3−8）。貴州省には、11 の少数民族自治県があり、中国 56 民族のうち 19 の少
数民族が居住しており、その人口は 1,255 万である（表Ⅰ−3−1）。貴州省統計局「2016 年
貴州省統計年鑑」によると、最大の少数民族はミャオ族で、人口は 397 万人、第 2 位のプ
イ（布依）族は 251 万人、トン（侗）族は 143 万人、トウチャ（土家）族は 144 万人、イ
















畢節市 26,844 15.1 654 18.8 
遵義市 30,781 17.4 613 17.6 
銅仁市 18,006 10.2 309 8.9 
六盤水市 9,965 5.6 285 8.2 
安順市 9,253 5.2 230 6.6 
貴陽市 9,253 5.2 432 12.5 
黔西南プイ族ミャオ族自治州 16,786 9.5 281 8.1 
黔南プイ族ミャオ族自治州 26,192 14.8 323 9.3 
黔東南ミャオ族トン族自治州 30,278 17.1 348 10.0 
全 省 177,359 100.0 3,475 100.0 






























 表Ⅰ−3−9 は、第 7 次 5 カ年経済計画（1986〜1990 年）から西部大開発政策が実施され
た 2015 年までの観光客総人数を示しており、表Ⅰ−3−10 は同期間の観光総収入の統計デ
ータである。観光客総人数と観光総収入は増加傾向にあり、特に第 8 次 5 カ年経済計画
（1991〜1996 年）の間には観光客総人数の年平均増加率は過去最高の 34.4%であり、観
光総収入の年平均増加率は 102.7%であった。この時期は、貴州省のエスニック・ツーリ
ズム開発の高度成長期であり、観光客総人数は第 7 次 5 カ年経済計画の期間における総人
数よりも 5,590 万人増加した。そのうち、外国人観光客の年平均増加率は 41.4%で、47 万





206 人で観光収入は 4 万 7600 ドルしかなかったが、10 年後の 1995 年になると海外観光
客数は 1 万 3200 人、観光収入は 315 万 8000 ドルに増加した。また鈴木は、1998 年に黔
東南ミャオ族トン族自治州の国際観光客数は 1 万 7200 人、観光収入は 433 万 1300 ドル













と表Ⅰ−3−10 をさらにみると、第 10 次 5 カ年経済計画（2001〜2005 年）の期間における
観光総収入は、723 億元で、第 9 次 5 カ年の 196 億元と比較すると大幅に伸びており、年
平均増加率は 31.9%である。それは主に、国内観光収入に恵まれた結果である。また、国
内外観光客は西部大開発政策が実施された 15 年の間に、大幅に増加し、第 11 次 5 カ年経
済計画（2006〜2010 年）までに 4 億 2349 万人、第 12 次 5 カ年経済計画（2010〜2015
年）では 5 億 4065 万人に達した。 
 
表Ⅰ−3−9 5 カ年経済計画別貴州省の観光客数と年平均増加率 
5 カ年経済計画 













第 7 次（1986〜1990） 1,612 10.3 9 16.4 1,602 10.3 
第 8 次（1991〜1995） 7,202 34.4 47 41.4 7,154 34.4 
第 9 次（1996〜2000） 9,498 2.5 78 6.1 9,420 2.5 
第 10 次（2001〜2005） 11,817 9.4 102 8.5 11,715 9.4 
第 11 次（2006〜2010） 42,554 32.8 205 12.6 42,349 32.9 





表Ⅰ−3−10 5 カ年経済計画別貴州省の観光収入と年平均増加率 
5 カ年経済計画 













第 7 次（1986〜1990） 1.0 25.5 717.6 23.9 0.7 22.1 
第 8 次（1991〜1995） 24.2 102.7 7,050.3 74.2 18.6 106.8 
第 9 次（1996〜2000） 195.8 45.7 24,666.0 16.0 176.2 51.8 
第10次（2001〜2005） 723.4 31.9 35,879.4 10.7 693.9 33.2 
第 11 次（2006〜2010） 3,418.9 33.4 60,132.9 5.0 3,376.0 34.1 


















大開発におけるエスニック・ツーリズムの発展を把握する。図Ⅰ−3−3 は 1985 年から 1998
年までに黔東南ミャオ族トン族自治州を訪れた外国人観光客の推移であり、1985 年にはわ
ずかに 164 人であったものが、1998 年になると 14,300 人に達した。また、図Ⅰ−3−4 を
みると、西部大開発の実施後には黔東南ミャオ族トン族自治州を訪れる外国人観光客は増
加傾向を示し、2014 年までに 17 万人に達した。 
 
 
図Ⅰ−3−3 黔東南ミャオ族トン族自治州の外国人観光客の推移（1986〜1998 年） 
資料：黔東南ミャオ族トン族自治州旅游局の統計により筆者作成 
 
312 673 859 699 

























































1,177km、西部と雲南省の境界線の長さは 632km である。697 の島をもつが、最も大き
な島は面積が約 28km2 の涠洲島で、島々の海岸線の長さは全長約 600km、島嶼群の総面
積は約 84km2 である。また、北部湾海域の面積は、約 13 万 km2 である。 
 広西チワン族自治区はモンスーン気候に属している。地区別の年平均気温は 16.5℃〜
23℃、最高気温は 42.5℃、最低気温は－8.4℃で、気温は北から南に行くにつれて次第に
上がっていく。年降水量は 1,070mm で、多くの地区で 1,500〜2,000mm になる。4 月か


























































表Ⅰ−3−12 広西チワン族自治区 14 市における少数民族の人口構成比（2010 年） 
行政区 総人口 
少数民族 漢民族 
人口(万人) 比率（％） 人口(万人) 比率（％） 
崇左市 199 176 88.1 24 11.9 
百色市 347 295 85.0 52 15.0 
河池市 337 283 83.9 54 16.1 
来賓市 210 161 76.8 49 23.2 
南寧市 666 354 53.1 313 46.9 
柳州市 376 192 51.1 184 48.9 
防城港市 87 38 44.0 49 56.0 
賀州市 195 32 16.5 163 83.5 
桂林市 475 73 15.5 401 84.5 
貴港市 412 61 14.8 351 85.2 
欽州市 308 33 10.6 275 89.4 
梧州市 288 6 2.2 282 97.8 
北海市 154 3 1.9 151 98.1 
玉林市 549 4 0.8 545 99.2 
合 計 4,603 1,711 37.2 2,892 62.8 
 資料：広西チワン族自治区統計局の統計により筆者作成 
 注：統計は常住人口。 






チワン（壮）族 1,658.7 84.73 南寧市、柳州市、崇左市、来賓市、百色市、河池市 
ヤオ（瑤）族 149.4 7.63 柳州市、桂林市、賀州市、百色市、河池市、来賓市 
ミャオ（苗）族 47.6 2.43 融水県、隆林県、三江県、西林県、龍勝県、南丹県 
トン（侗）族 30.7 1.56 三江県、融水県、龍勝県 
ムーラオ（仫佬）族 17.0 0.87 河池市 
マオナン（毛南）族 8.0 0.41 河池市 
フェイ（回）族 3.1 0.16 南寧市、柳州市、桂林市 
ジン（京）族 2.2 0.11 東興市江平鎭 
スイ（水）族 1.4 0.07 融水県、宜州市、環江県、南丹県 
コーラォ（仡佬）族 0.7 0.04 隆林県 
その他 39.0 1.99 − 








スイ（水）族などの 25 の少数民族が居住している。そのうち、漢民族の人口は、2,892 万
人であり、総人口の 62.8%を占めている。少数民族の人口は、約 1,958 万人であるが、そ
の中でチワン族の人口は約 1,659 万人であり、少数民族総人口の 85%を占めている。「緑
城（緑の町）」と称される南寧市は、広西チワン族自治区の首府であり、行政区画としては
全区が 21 の市、38 の区、56 の県、12 の民族自治県に分けられている。 











をみると、広西チワン族自治区の国際観光客の人数は、2000 年の 124 万人から 2015 年の
450 万人に達し、約 3.6 倍に増加した。しかし、その間、2003 年には SARS の影響により、
国際観光客数は 2002 年と比べると増加率はマイナス 50%で激減して、65 万人とおり、国
際観光収入も下落して増加率はマイナス 50%、1.3 億ドルであった。それに伴って、同年
の国内観光客の人数もマイナス 7%で減少し、4,540 万になった。また、2008 年の四川大
地震は中国全土の観光業に影響を与えたが、それは広西チワン族自治区にも波及し、国際
観光客の人数の増加率はマイナス 2%で微減した。その一方、地震があったにもかかわら
ず、国内観光客の人数は 2007 年より 8%伸びて、9,216 万人に達し、国内観光収入は 492
億元となった。その後、2009 年に国内観光客の人数は初めて１億人以上となり、2015 年


































2000 124 − 2.6  − 3,951  − 146.8  − 
2001 125 0.4 2.5 −5.3 4,403 11.4 179.2 22.1 
2002 130 4.6 2.6 6.50 4,887 11.0 201.1 12.3 
2003 65 −50.5 1.3 −50.4 4,540 −7.1 193.4 −3.9 
2004 113 74.3 2.4 81.7 5,518 21.5 221.7 14.7 
2005 146 29.9 3.2 34.5 6,493 17.7 277.8 25.3 
2006 168 14.7 4.0 26.3 7,400 14.0 334.0 20.2 
2007 205 22.4 5.5 35.2 8,518 15.1 392.6 17.6 
2008 201 −2.0 6.0 10.3 9,216 8.2 491.9 25.3 
2009 210 4.4 6.4 6.8 11,800 28.0 657.0 33.6 
2010 250 19.2 8.1 25.5 14,074 19.3 898.1 36.7 
2011 303 21.0 10.5 30.4 17,257 22.6 1,209.5 34.7 
2012 350 15.7 12.8 21.6 20,778 20.4 1,578.9 30.5 
2013 392 11.8 15.5 21.0 24,264 16.8 1,961.3 24.2 
2014 421 7.6 17.3 11.7 28,565 17.7 2,495.0 27.2 
2015 450 6.9 19.2 10.9 33,661 17.8 3,136.4 25.7 













回のアセアン博覧会・旅游展は合計 50 の国と地区、29 カ所の中国国内の省・地方（市）









年 博覧会 テーマ国 
テーマ 
中国語 日本語 





2005 第 2 回 - 盛会、機会、互恵 盛会、機会、互恵 





2007 第 4 回 ブルネイ 港口合作 貿易の提携 
2008 第 5 回 カンボジア 信息通信合作 情報と通信の提携 
2009 第 6 回 ラオス 海関與商界合作 税関と業界の提携 
2010 第 7 回 インドネシア 自貿区與新機遇 自由貿易区の建設と発展 
2011 第 8 回 マレーシア 環保合作 環境保護の提携 
2012 第 9 回 ミャンマー 科技合作 科学技術の提携 





2014 第 11 回 シンガポール 共建 21世紀海上絲綢之路 
21 世紀の海上シルクロードを
共に建設 





















































場所は桂林陽朔の漓江の近くで、座席総数は 2,200 席、そのうち普通席は 2,000 席、VIP





 広維文華旅遊文化産業会社の統計データによると、2004 年から 2013 年にかけての 10
年の間に、「印象・劉三姐」のショーは 4,500 回の公演が行われ、約 1,000 万人の観光客
を迎えたが、そのうち約 200 万人が国際観光客であった。また、桂林市統計データによる
と、陽朔県の観光人数は 2003 年の 282 万人から 2013 年には 1,170 万人に増え、宿泊人












































































 表Ⅰ−3−15 をみると、西南中国におけるエスニック・ツーリズムの発展状況は、3 つの
段階に分けることができると思われる。第１の段階は、1958 年から 1978 年までの政府主
導の観光によるものの発展期である。この時期には、改革開放前の中国で経済発展が主に
政府主導の計画経済であったため、西南中国の観光業だけではなく、全国の観光業はすべ

















表Ⅰ−3−15 西南中国エスニック・ツーリズムの発展 3 つの時期 
段階 観光開発類型 市場経済の役割 
第一段階（1958〜1978 年） 政府主導 五カ年経済計画期 
第二段階（1979〜1999 年） 政府と経済が半ば主導し合う 市場経済の模索期 
第三段階（2000〜現在） 経済主導 市場経済主導期 
  資料：西南中国のエスニック・ツーリズムの発展状況により筆者作成 
 



























 以上の状況を考察することで、西南中国エスニック・ツーリズムの発展は 3 つの時期に
分けることができ、1958 年から 1978 年までは政府主導による観光の発展期で、1979 年










































名  称 内  容 
自然的資源 
(1)天然資源  ⓐ風景 ⓑ温泉 ⓒ動植物・野生生物 
(2)天然現象 ⓐ気候・風土 ⓑ気象 ⓒ自然現象 ⓓ天体観測 
文化的（人文的）資源 
(1)有形文化財 (2)無形文化財 (3)民俗文化財 
(4)史跡 (5)名勝 (6)天然記念物 (7)伝統的建造物群 
(8)歴史的風土 (9)風土記の丘 (10)歴史的港湾環境 
社会的資源 
(1)有形社会資源 ⓐ都市 ⓑ都市公園  
         ⓒ教育・社会・文化施設 ⓓテーマパーク等 
(2)無形社会資源  ⓐ人情・風俗・民話・行事など 
                 ⓑ国民性・民族性 ⓒ衣食住・生活  
                 ⓓ芸術・芸道・芸能・スポーツ 
産業的資源 
(1)工場施設 (2)観光農林業 (3)観光牧場 
(4)観光漁業 (5)展示施設 
























   定公園、府県立自然公 




































   ク（総合産業公園） 
(3)産業観光地域（産業テー 
   マパーク） 
 資料：須田寛（2003）『実務から見た新・観光資源論』49 頁の表 3−1 をもとに筆者作成 
 
表Ⅰ−4—3 観光資源と文化財・記念物の対応 
ランク 自然資源 人文資源 


































































































 資料：王莉霞・張蕾（2006）『中国旅游資源教程』陝西人民出版社、3−7 頁の内容をもとに筆者作成 
 
表Ⅰ−4—5 観光資源の分類 
名 称 種  類 
自然観光資源 
a.地質観光資源 b.地形観光資源 c.気象・気候観光資源 
d.水系観光資源 e.生物観光資源 f.宇宙観光資源 
人文観光資源 
a.歴史文化名城観光資源 b.旧跡観光資源 c.宗教文化観光資源 
d.交通観光資源 e.建築物・庭園観光資源 f.文学芸術観光資源 
社会観光資源 
a.風俗習慣観光資源 b.購物観光資源 c.都市景観観光資源 
d.会議観光資源 e.ビジネス観光資源 f.スポーツ・保健観光資源 
g.娯楽観光資源 
 資料：王文亮（2001）『中国観光業詳説』日本僑報社、274 頁の内容をもとに筆者作成 
 
表Ⅰ−4−6 中国観光の分類 
名 称 中国語 対  象 
歴史文化観光 人文旅游・歴史文化游 歴史文化遺産（歴史遺物、古鎮） 
民族観光 民族旅游・民族風情游 少数民族の風俗習慣 




革命（遺跡）観光 紅色旅游 愛国主義教育基地 
 資料：高山陽子（2007）『民族の幻影−中国民族観光の行方』東北大学出版社、20 頁の内容をもとに筆者 












級、AAA 級、AA 級、A 級の 5 つのランキングによって評価している。 
 
表Ⅰ−4—7 西南中国の観光資源の分類 














































州省に接する（図Ⅰ−4−1）。東西の長さは 228km、南北 260km、全市の土地面積は 3 万
3488km2 である。市域内の地形は複雑多様な構造で、峰々に連なるカルスト地形が広く分
布し、広西チワン族自治区でも最も代表的なカルスト自然景観である。河池市統計資料に









間の日照時間はおよそ 1,400～1,800 時間であり、気温は 7～22℃である。降雨量は非常に
多く、年間降雨量は 1,551mm で、全国の年平均降雨量 629mm や世界の年平均降雨量










族が暮らしている。表Ⅰ−4−9 をみると、河池市の少数民族の人口は 282 万人で、民族ご
との人口比率では 85%を占めている。そのうち、チワン族の人口は 224 万人と最も多く、
第２位のヤオ族人口は 36 万人、第 3 位のムーラオ族の人口は 13 万人である。また、広西
チワン族自治区統計局のデータによると、河池市の人口における少数民族の構成比は、広






















  河池市 
南寧市 






表Ⅰ−4−8 河池市の行政別面積と人口（2010 年） 





金城江区 2,346 33 34 
宜州市 3,860 56 66 
南丹県 3,899 28 31 
天峨県 3,195 16 17 
鳳山県 1,743 16 21 
東蘭県 2,434 21 30 
羅城ムーラオ族自治県 2,640 30 38 
環江マオナン族自治県 4,560 27 38 
巴馬ヤオ族自治県 1,965 22 28 
都安ヤオ族自治県 4,092 52 70 
大化ヤオ族自治県 2,753 36 46 
合  計 33,488 337 419 
     資料：中国国家統計局「中国 2010 年人口調査県別統計資料」により筆者作成 
 
表Ⅰ−4—9 河池市の民族構成（2010 年） 
民族 人口 （人） 
比率 
（%） 
チワン（壮）族 2,237,546 66.90 
漢族 518,413 15.50 
ヤオ（瑤）族 357,084 10.68 
ムーラオ（仫佬）族 125,786 3.76 
マオナン（毛南）族 58,484 1.75 
ミャオ（苗）族 23,655 0.71 
プイ（布依）族 8,781 0.26 
スイ（水）族 6,414 0.19 
トン（侗）族 4,779 0.14 
回族 1,054 0.03 
その他 2,860 0.09 
          資料：広西チワン族自治区統計局の統計により筆者作成 
 
 図Ⅰ−4−2 は、河池市における三大産業別 GDP の割合の推移であり、年間 GDP は 1990
年の 28 億元から 2015 年までの間に 618 億元に成長した。産業別にみると、1990 年代の
河池市では第一次産業の割合が最も高かった。すなわち、1990 年代の河池市は農業を中心
とする地区であり、観光産業を含む第三次産業の割合は最も低かったのである。しかし、
2000 年代になると、西部大開発の実施によって GDP の成長が著しくなり、重工業などの
第二次産業が大きく発展して、三大産業の中で第二次産業の割合が最高となり、56 億元に
達した。とは言え、第一次産業と第三次産業の GDP の割合はほぼ同様であり、三大産業
の間の差は小さい。2010 年になると、観光産業などの第三次産業の GDP の成長は 2005













 河池市は、30 カ所の国家級の観光景勝地を有しており、そのうち 4A 級の観光景勝地は











































1990年 1995年 2000年 2005年 2010年 2015年






表Ⅰ−4−10 河池市国家級の観光景勝地（2015 年） 
等級 総数 観光景勝地 
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民族 行事 開催期間（旧暦） 開催地域 
壮族 
螞拐（カエル）節 1 月 1 日〜2 月 2 日 東蘭県、天峨県、南丹県 
三月三節 3 月 3 日 河池市全域 
劉三姐歌謡節 3 月 3 日 宜州市 
銅鼓節 年によって異なる 河池市 11 県（市・区） 
瑤族 
年街節 1 月 13 日 南丹県 
祝著節 5 月 25 日〜29 日 大化県、巴馬県、都安県 
瑤年節 6 月 30 日 南丹県 
盤王節 10 月 16 日 巴馬県 
仫佬族 
走坡節 8 月 15 日 羅城県 
依飯節 「立冬」後にある吉日 羅城県 
毛南族 分龍節 「夏至」後の第一の辰日（龍日） 環江県 
苗族 牯藏節 10 月 16 日 環江県 
布依族 六月六節 6 月 6 日 環江県 
 資料：河池市人民政府ホームページ掲載情報により筆者作成 
 注：1）銅鼓節は河池市 11 県（市・区）で順番に主催する。 
   2）夏至は毎年の新暦 6 月 21〜22 日である。 
   3）立冬は毎年の新暦 11 月 6〜8 日である。 
   4）トン（侗）族と回族の伝統行事は入っていない。 
 
 表Ⅰ−4−12 は、2016 年までに河池市における少数民族に関わる伝統的な文化のうち国
家・自治区の無形文化遺産として認定された 26 件を示したものであるが、このうち国家
無形文化遺産は 9 件、広西チワン族自治区無形文化遺産は 17 件である。また、認定され
た文化遺産のうちでチワン族に関わるものは 11 件、ヤオ族は 7 件、マオナン族は 3 件、





























壮族銅鼓習俗 壮族の銅鼓習俗 河池市 壮族 2006 
壮族螞拐節 壮族の螞拐（カエル）節 東蘭、天峨、南丹 壮族 2006 
瑤族服飾 瑤族服装の製作技術 南丹 瑤族 2006 
仫佬族依飯節 仫佬族の依飯節 羅城 仫佬族 2006 
毛南族肥套 毛南族の儺面具文化 環江 毛南族 2006 
劉三姐歌謠 劉三姐の歌謠祭 宜州市 壮族 2006 
竹編（花竹帽編織
技術） 
花竹帽子の製造技術 環江 毛南族 2011 
密洛陀 瑤族の古歌謡 都安、巴馬、大化 瑤族 2011 
銅鼓舞 
（南丹勤澤格拉） 







壮族舂榔舞 壮族の舂榔（木の棒）舞 東蘭 壮族 2007 
瑤族祝著節 瑤族の祝著節 大化、巴馬、都安 瑤族 2007 
貢川紗紙制作工芸 紙やすり制作工芸技術 大化 無限定 2007 
壮族打扁担 壮族天秤棒を打つ習俗 南丹、都安、東蘭 壮族 2008 
瑤族猴鼓舞 瑤族のサル鼓舞 南丹 瑤族 2008 
南丹瑤族葬礼習俗 瑤族の葬礼習俗 南丹 瑤族 2016 
苗族服飾制作技術 苗族服装の製作技術 南丹 苗族 2016 
仫佬族古歌 仫佬族の歌謡祭 羅城 仫佬族 2016 
毛南族分龍節 毛南族の分龍節 環江 毛南族 2016 
壮族板鞋舞 板鞋：三人で履く長い靴 南丹 壮族 2016 
天峨壯族八仙 チャルメラ演奏技術 天峨 壮族 2016 
壮族補糧習俗 壮族伝統習俗 巴馬 壮族 2016 
壮族「国調毪」 壮族の蜂鼓（楽器）舞 金城江区 壮族 2016 
破網上刀山 剣の山に登る 金城江区 壮族 2016 
南丹壮族服飾 壮族服装の製作技術 南丹 壮族 2016 
丹泉酒釀造技術 酒の釀造技術 南丹 無限定 2016 














 河池市区域内の 11 の区・市・県ではカルスト地形の面積が全面積の 66%を占めるため、
主な交通経路は自動車道である。河池市の自動車道の整備延長の推移を見ると、主に高速
車道、2 級自動車道、4 級自動車道が整備されている（表Ⅰ−4−13）。高速車道は 2011 年
の 52km から 2015 年までに約 6 倍の伸びで、総延長 323km に達した。また、2 級自動車
道は 2011 年の 891km から 2015 年には 1,232km となっている。さらに、4 級自動車道は、
2011 年から成長し続け、2015 年までに 9,577km になっている。 
 さらに、河池市政府は、経済と観光を促進するために、2008 年に 8 億 5011 万元の資金






道路種 2011 年 2012 年 2013 年 2014 年 2015 年 
高速車道 52 231 233 323 323 
1 級自動車道 67 67 67 67 67 
2 級自動車道 891 942 1,132 1,178 1,232 
3 級自動車道 995 1,016 1,036 1,029 1,018 
4 級自動車道 7,712 8,066 8,484 8,920 9,577 
合計 11,611 12,005 12,331 12,645 12,914 
 資料：河池市統計情報網の統計により筆者作成 
 注：1）1 級自動車道は重要な政治・経済都市に接続する国道、日平均交通量：10,000～25,000 台。 
      2）2 級自動車道は政治・経済都市に接続する国道、日平均交通量：2,000〜10,000 台。 
      3）3 級自動車道は県以上の都市に接続する国道、日平均交通量：200～2,000 台。 





表Ⅰ−4−14 に示すように、2000 年には河池市の観光管理所は 12 カ所、旅行会社はわずか
に 1 社、星ホテルは 5 軒であった。西部大開発の 3 年後には、旅行会社と星ホテルの数は
増加し続け、どちらも 10 カ所以上になった。2005 年になると、星ホテルの数は 14 軒に
なったが、それには四つ星ホテル 1 軒が含まれている。また、それから 2015 年までの間
には、河池市における観光事業所数は著しく成長し、観光管理所は 29 カ所、旅行会社は












五つ星 四つ星 三つ星 二つ星 一つ星 合計 
2000 12 1 0 0 2 3 0 5 
2001 12 5 0 0 2 7 0 9 
2002 12 11 0 0 3 7 0 10 
2003 11 11 0 0 4 7 0 11 
2004 4 11 0 0 5 7 0 12 
2005 12 13 0 1 7 6 0 14 
2006 12 15 0 1 9 12 1 23 
2007 12 16 0 2 12 9 1 24 
2008 12 18 0 2 18 10 1 31 
2009 12 22 0 2 21 10 1 34 
2010 12 25 0 4 28 10 1 43 
2011 19 31 0 4 30 12 1 47 
2012 19 36 0 5 29 11 1 46 
2013 22 38 0 6 28 12 1 47 
2014 29 36 0 6 27 16 1 50 
2015 29 36 0 7 28 14 1 50 



























 表Ⅰ−4−15 に示すように、2005 年に宜州市は広西チワン族自治区政府から「劉三姐歌
謡文化保護区」として認定された。また、2006 年に劉三姐歌謠が国家無形文化遺産リスト
に登録されただけではなく、河池市宜州劉三姐故郷観光区が国家 4A 級景勝地として認定




年 次 内  容 




1997 年 中央電視台のテレビ連続劇「劉三姐」のロケ撮影 













[河池市宜州劉三姐故郷観光区の国家 4A 級景勝地として認定] 
2010~2016 年 [宜州第 1~7 回劉三姐文化旅游祭の開催] 
 資料：塚田誠之（2014）：「広西チワン族の文化資源：その形成と地域性」『中国の民族文化資源：南部地域 
    の分析から』風響社、282—286 頁の内容をもとに筆者作成 











図Ⅰ−4−3 宜州市の観光客数の推移（2008〜2016 年） 
資料：河池市情報網「宜州市 2008〜2016 国民経済和社会発展広報」の統計により筆者作成 
 
 図Ⅰ−4−3を見ると、宜州市を訪れた観光客は 2008年から 2016までの間に成長し続け、
































































さらに、旧暦 3 月 3 日には宜州市で劉三姐歌謡節も大規模に開催されている。 
 
（3）螞拐（カエル）節 









 前に述べたように、中国政府は 2016 年から少数民族が居住している貧困地区で「観光
脱貧」の政策を実施しているが、河池市各地の県政府は、貧困地区のチワン族の生活を改
善するために、螞拐節と銅鼓文化を核とした観光イベントを次第に催すようになった。例
えば、2017 年 2 月 7 日から 8 日にかけては、天峨県紅水河壮族螞拐民俗文化節が天峨県






















年は国家 3A 級）を国家 4A 級景勝地に昇格させるために、9,650 万元の資金が投入され、
地質公園の入り口、駐車場、観光客サービスセンター、ショッピングセンター、トイレ、
バリアフリー施設、登山歩道などの観光施設が整備され、同年の 11 月に地質公園は国家




































大ブランドの一つとして 2009 年から 2016 年までの間にすでに 7 回開催されてきた。また、
2013 年に分龍節は「中国で最も特色のある民族祭」の一つとして評価された。さらに、













そして観光総収入は 8.5 億元で、2015 年と比較した増加率は 27％である。 
 
４．ムーラオ族における伝統文化の観光活用 
 羅城ムーラオ族自治県に暮らしているムーラオ族は、走坡節と依飯節の 2 つの伝統的な
祭りを有しており、近年政府の主導下で、この 2 つの祭りは他の民族の祭りと同様に観光
開発の対象となっている。 






 また、ムーラオ族の依飯節は、3 年から 5 年ごとに一度行われ、祖先に恩返しして五穀
豊穣を祈願する最も重要な伝統の祭りであり、すでに 2006 年には国家無形文化遺産リス
トに登録された。そして、依飯節は重要な文化観光資源として注目され、2009 年 11 月に、
羅城ムーラオ族自治県政府の主導下で「中国・羅城第 1 回仫佬族依飯文化節」が大規模に
開催された。また、羅城ムーラオ族自治県政府によれば、2013 年の「中国・羅城第 2 回











2005 年にわずか 4,400 人であったものが、2015 年には 10 万人以上となった。また国内
観光客は 2005 年に 254 万人であったが、2015 年には 1,842 万人に達した。国内観光収入
は、2005 年の 12 億元から 2015 年までに 10 倍に成長し、180 億元となった。同時に、国






















2005 0.4 18.9 142 17.4 254 10.0 12 2.8 
2006 0.6 36.4 214 50.7 278 9.5 14 18.6 
2007 0.8 30.0 275 28.4 323 16.5 17 30.0 
2008 1.4 81.0 525 90.8 438 35.5 24 43.4 
2009 2.1 47.6 763 45.3 574 30.9 32 33.8 
2010 3.0 43.3 1,139 49.3 728 27.0 43 34.0 
2011 4.1 37.5 1,558 36.8 849 16.6 58 34.8 
2012 5.4 29.2 2,002 28.5 1,063 25.2 89 52.3 
2013 7.0 30.8 2,570 28.4 1,282 20.6 112 25.7 
2014 9.2 31.0 3,555 38.3 1,530 19.4 144 29.1 



































































































































































































































































糖と共に酒器に入れ、2 日あるいは 3 日の間に発酵させる。その後、再び体を清め、手を
洗った後に甘酒を酒器で封をして保存する。29 日に至るまでは誰にも賞味することができ
ず、祖先に供えた後で共に飲む。 
（3）茶を煮る。25 日の明け方に、家族の中で母あるいは娘は 3 束のチガヤを釜で煮て、
赤い色を出した後に 3 つの茶碗についで供物として祖先の祭壇上に供え、碗内に何枚かの
茶葉を入れる。それと同時に、祭壇のテーブルに 1 本のパイプを置き、両側にタバコの葉






は 12 杯）の甘酒、9 椀（あるいは 12 椀）のご飯を供え、一つの椀に 12 本づつ線香を挿































地面積は 3.35 万 km2 である。『巴馬ヤオ族自治県の概況』によると、巴馬ヤオ族自治県は、
東西の長さは 70km、南北 42km、全県の土地面積は 1,965km2 である。広西チワン族自治
区は、中国では水資源が豊かな自治区であり、年間の平均水資源総量は 1,880 億ｍ3 で、
全国水資源総量の 7％を占め、全国の 5 位である。しかし、巴馬ヤオ族自治県域内の地形
は複雑多様な構造で、カルスト地形が 30％を占め、丘陵地形は 69％に及ぶが、水面は 1％
を占めるに過ぎない。 
 気候は、モンスーンの気候に属し、夏が長いのに対して冬は短く、霜も降りない。年間
の日照時間はおよそ 1,557～1,823 時間であり、気温は 11～27℃である。年降雨量は







巴馬ヤオ族自治県の人口は約 27 万人超であるが、そのうち少数民族の人口は 24 万人で、
人口比率では 87％を占めている。チワン族の人口は 19 万人と最も多く、第２位のヤオ族









区の経済は決して発達しているわけではない。中国統計年鑑によると、2000 年の 1 人当








































































    所略郷文化放送センター 
    燕洞文化放送センター 
    那社文化放送センター 
    東山郷文化放送センター 
    東山郷瑤族文化伝承班 
















































































イベントに参加している布努ヤオ族の人々を対象として 2015 年 7 月 14 日アンケート調査

























































































































































































































 次に、時間の混乱という視点から見ると、祝著節の開催期間は毎年旧暦の 5 月 25 日か
ら 29 日の間である。ヤオ族文化の代表的な研究者である蒙霊によると、旧暦 5 月 25 日か
ら 28 日までは、もともとヤオ族の英雄的祖先である九黎が魔物を退治するために出征し
た期間であり、その間に新しく収穫した五穀を供物として、線香を焚き、九黎が無事に凱
旋してくることを祈る。そして 5 月 28 日に九黎が凱旋して来たので、29 日に盛大な慶祝
の儀式を行ったとされている。そのため、祝著節は 5 月 25 日から 29 日までの間が本来の
開催期間なのである。しかし、観光客のニーズと観光振興のために、2015 年には巴優大舞








所は、巴優大舞台から 23km 離れた龍山村番嶺山の古歌台である（写真Ⅱ−1−6 と写真Ⅱ
−1−7）。また、ヤオ族文化の代表的な研究者である蒙霊によると、祝著節は 1977 年に回
復され、1980 年代に盛んになり、1990 年代から今日に至るまでも開催され続けている。




























写真Ⅱ−1−6 巴優大舞台から 23km 離れた龍山村番嶺山古歌台 














写真Ⅱ−1−8 巴優大舞台から 5km 離れた巴根瑤寨銅鼓楼 









































































 銅鼓に関する日本の研究者である今村（1973）は先史時代に遡る I 式銅鼓などを中心に、
ヘーガー（Heger）I 式銅鼓とそれに先行する銅鼓の時代区分について論じた。また、今村
は別の論考（1989）において銅鼓資料のめざましい発見、発表によって、I 型式の内にも



























タ（2010）によると、河池市の少数民族の人口は 283 万人で、総人口の 85%を占め、そ
のうちチワン族の人口は 234 万人と最も多く、第２位のヤオ族人口は 36 万人、第 3 位の








東蘭県は 540 台、大化ヤオ族自治県は 250 台、巴馬ヤオ族自治県は 200 台、都安ヤオ族自


















































































































である。布努ヤオ族の銅鼓は、雌の銅鼓と雄の銅鼓の 2 種類に分けられている。演者は 5
































東蘭チワン族の螞拐（カエル）節（旧暦正月 2 日）、宜州劉三姐76山歌節（旧暦 3 月 3 日）、




族の伝統的祭りを核として再編し、毎年旧暦正月の 1 日、15 日と 30 日に行われている。
銅鼓山歌節においては、各村の若者が銅鼓の競技チームを編成し、銅鼓を村近くの山の頂
上に運び上げる。そして木の棚に掛けた銅鼓を叩いて祖先を祀った後で、銅鼓の競演が始




















表Ⅱ−2−1 銅鼓山歌芸術節の 11 県（市・区）の開催地 
年 場所（市・県） 年 場所（市・県） 
1999 河池市 2008 鳳山県 
2000 宜州市 2009 東蘭県 
2001 大化ヤオ族自治県 2010 開催されず（自然災害のため） 
2002 南丹県 2011 河池市 
2003 天峨県 2012 鳳山県 
2004 羅城ムーラオ族自治県 2013 宜州市 
2005 都安ヤオ族自治県 2014 羅城ムーラオ族自治県 
2006 巴馬ヤオ自治県 2015 都安ヤオ族自治県 





光客数は 18 万人となった。そのうち国内観光客数が 17,860 人で、2008 年と比較すると
15％の伸びとなり、外国人観光客数は 355 人で、2008 年より 37％の伸びとなって、観光




み合わせて数項目を加え、観光客にアピールされている。例えば、2013 年 11 月 30 日に
宜州市で開催された河池市銅鼓山歌芸術節は、宜州市が劉三姐の故郷であり劉三姐山歌節
の唯一の開催地であることに因み、「神韵河池・醉美宜州」をテーマとして銅鼓山歌芸術節





下で、祝著節（達努節）という布努ヤオ族の伝統的祭りが観光化され、毎年旧暦の 5 月 25
日から 5 月 29 日の間に大規模に行われている。大化ヤオ族自治県旅遊局の統計データに
よると、2013 年の 1 月から 9 月までの国内観光客数は 50 万人で、観光収入は 4.3 億元、







写真Ⅱ−2−5 巴馬ヤオ自治県で開催された第 17 回河池銅鼓山歌芸術節 




















拐（カエル）節には、2 日間で 4 万人余りの観光客が訪問した。また、東蘭県の巴英村は
代表的な螞拐（カエル）節の開催地の１つとして、毎年大規模に祭りが行われ、多くの観
光客を惹きつけるようになった。 





















































































検討した。すなわち、第 1 段階は、1949 年から 1966 年にかけての中国建国から文化大革
命前までの時期である。この時期には階級闘争を主線に、市場主義経済は批判の対象とな



































た後、清時代には南丹土司州と称した。そして中華民国 7 年（1918 年）には州に代えて
県を置き、今日に至るまで「南丹県」の名称が用いられ続けている 







戦乱によって人口が激減し、中華民国 16 年（1927）には、総人口は 28,992 人となった。
その後、人口は回復し、中華民国 33 年（1944）までの人口は 76,024 人に増加した。中華
人民共和国成立後の人口は急激に増加し、1951 年の時点までに全県の人口は 103,067 人、
1990 年には 265,348 人に達した。その中で、壮族は 138,453 人で、全体の 51％を占め、
漢民族は 84,064 人 31%、ヤオ族は 27,158 人 10％を占めている。 
 白褲ヤオ族は、主に広西チワン族自治区西北部の南丹県と貴州省南部の荔波県に居住し























  〇南丹県 
〇南寧 
0    100km 













 白褲ヤオ族の社会変動については時期の上では 5 つの段階に分けられている。第 1 段階













































































らの距離は 4km である。2002 年に広西チワン族自治区東謀観光開発会社の投資により、
白褲瑤民俗風情園が開園され、主に婚礼、葬式、服飾、飲食、銅鼓などの民族文化風情を





的なホテル装飾に改造された。21 軒のホテルで合計 150 室の客室を持っており、一人一












内における新たな民族舞踊劇場で 52 歳の男性 L 氏に聞き取り調査を実施し、伝統文化の
























（2016 年 8 月 12 日 筆者撮影） 
 
 東謀観光開発会社の統計データによると、民俗風情園は 2014 年 10 月から 2015 年 10
月の間に、約 21 万人の観光客を誘致し、観光総収入は 911 万元に達した。また、2016 年













は南丹県の里湖ヤオ族郷南部に位置し、郷政府からの距離は 4km であり、人口は 92 戸 358
人である。住宅地面積は約 4,717m2、総農耕面積は 25ha で、そのうちの水田は 16ha、畑


































1,500 元であり、2014 年 12 月末の時点での一人当たりの純収入は約 4,500 元に達した。
しかし、その反面、白褲ヤオ族の伝統文化が急速に観光資源として活用にされることで、
さまざまな問題が生じている。例えば、王尚屯の 30 歳女性である T 氏は、自家の売店を
経営しているが、彼女は、「観光客の来訪で、売店の売り上げは向上したが、一方で観光客
が屯内の池にゴミを捨てる場合が多い」と語ってくれた。また、45 歳の農民女性 T 氏は、











会社が公表したデータによると、2016 年までに 312 戸の農家が工芸品の生産に参入し、













































時 間 名  称 内  容 
2 月 年街節 白褲瑤の服飾展示、歌垣、コマコンテストなど 
2〜3 月 螞拐節敬牛節 壮族の螞拐舞、牛を祀る儀式など 
4 月 演武節 壮族の土司78文化展示 
3~4 月 花見 花見活動、撮影コンテストなど 
5~6 月 郷村観光 グリーン・ツーリズム 
7 月 小年節 白褲瑤の服飾展示、宴席体験など 
7~8 月 キャンプ 農耕体験、釣りコンテストなど 
9~10 月 豊作祝賀 果物狩り祭、銅鼓競技など 
11~12 月 グルメ祭 白褲瑤の闘鶏活動、利き酒会など 


























































































































は、少数民族の人口が 283 万人で、人口比率では 84％を占めている（2010 年）。少数民族
の構成比は、広西チワン族自治区 14 市のうち第 3 位であり、少数民族の人口比率が高い。 
 大化ヤオ族自治県には、多民族が居住している。広西チワン族自治区統計情報網のデー
タによると、大化ヤオ族自治県の人口（2012 年 1 月）45 万人のうち、少数民族は 41 万人








光開発が多い。例えば、布努ヤオ族の伝統祭り「達努節」は毎年中国の旧暦 5 月 23 日か
ら 5 月 29 日まで行われる。この祭りは多くの観光客をひきつけている。 





























表Ⅱ−4−1 大化ヤオ族自治県布努ヤオ族の分布（2000 年） 
郷名 
人口（人） 布努ヤオ族の人口が 70％ 
以上を占める行政村 総人口 布努ヤオ族 比率（％） 
大化 58,072 4,720 8.1 − 
流水 30,624 3,254 10.6 − 
都陽 23,702 836 3.5 − 
岩灘 29,462 949 3.2 − 
共和 21,329 2,661 12.5 − 
貢川 25,167 4,567 18.2 龍勒、龍眼、紅柳 
百馬 19,211 5,309 27.6 六任 
古河 7,452 1,550 20.8 − 
古文 9,591 2,042 21.3 − 
江南 31,212 12,161 39.0 嘗梅、上和、九懷 
羌圩 19,487 919 4.7 − 
乙圩 15,516 293 1.9 − 
北景 17,987 484 2.7 − 
板蘭 6,593 4,209 63.8 弄冠、板蘭、可考 
板升 24,312 10,259 42.2 弄雷、弄勇、三洞、八好 
七百弄 15,674 7,390 47.2 弄和、弄平、弄呈 
鎮西 14,033 9,066 64.6 盤兔、龍斉、弄往 
雅龍 15,634 6,600 42.2 − 
六也 −28,877 7,086 24.5 − 
碧城 534 127 23.8 − 
城郊 2,059 523 25.4 − 
常青 493 259 52.5 − 
統計 417,021 85,264 20.5 − 






果、田東、凌云、上林など 9 県（自治県を含み）の行政村中に、布努ヤオ族人口が 70％以
上占める行政村は 113 カ村である。 
 
３．大化ヤオ族自治県の観光動向 
 大化ヤオ族自治県の国内観光客は、2009 年の 28.4 万人から 2014 年の 81.66 万人へと
増加し、5 年間の年平均増加率は 24％である（表Ⅱ−4−2）。国内観光収入は、2009 年の
1.82 億元から 2014 年の 7.9 億元へ増加しており、5 年間の増加率は 35％である。外国人
観光客数は、2009 年の 1,201 人から 2014 年の 4,600 人へ増加しており、5 年間の年平均




表Ⅱ−4−2 大化ヤオ族自治県の観光動向（2009～2014 年） 
年 

















2009 1,201 − 40.1 − 28.4 − 1.82 − 
2010 1,633 36 58.4 46 40.3 42 2.34 29 
2011 2,018 24 78.1 34 44.8 11 3.2 37 
2012 2,462 22 85 9 56 25 3.8 19 
2013 3,500 42 127.4 50 67.22 20 6.2 63 




目標予測 2008 年 2010 年 2012 年 2015 年 2020 年 
観光業総收入（万元） 4,905 10,561 19,053 67,722 119,074 
県の GDP（％） 1.6 2.9 4.2 10.4 11.0 
国内 
観光 
観光者総人数（万人） 33 51 79 155 202 
観光総收入（万元） 4,875 10,156 15,870 58,118 112,320 
国際 
観光 
外国人観光者（人） 178 2,360 8,550 16,000 56,000 
観光総收入（万ドル） 4 59 146 290 1,390 











ぞれの観光資源は、十分に開発されていない。2009 年の国内総生産は約 30 億元、財政収
入は 3.3 億元で、経済規模は小さく、1 人当たり GDP は低い。それ故、地域振興の手段と
して、大化ヤオ族自治県における様々な文化遺産を活用した観光開発が注目されている。 













 表Ⅱ−4−3 に示すように、新しい目標は以下の通りである。 
① 2010～2012 年：この 2 年間で、交通施設を完備し、少数民族伝統文化を見直す。特 
に観光交通網の建設を目指すこととした。2012 年の観光客数は、81 万人以上に達し、
観光業総收入 1.9 億元以上を目指している。 
② 2012～2015 年：この間に、交通施設を完備し、観光業の「飲食、宿泊、交通、遊覧、
買物、娯楽」という 6 つ要素を均衡的に発展させる。2015 年の観光客数の目標値を、
150 万人以上とし、観光業総收入 6 億元以上を目指す。 







表Ⅱ−4−4 のように、世界レベルの遺跡景観が 2 カ所、国家レベルの遺跡景観が 8 カ所、
省レベルの遺跡景観が 7 カ所、県レベルの遺跡景観が 38 カ所ある。その中で、甘房弄深
窪地は、国家級の観光資源として、「天下第一弄」の名を付けて観光開発した。甘房弄窪地


























   評価基準 









満 点 10 10 10 10 10 10 — — 
1 七百弄高峰叢深窪地区 9.8 9.6 9.4 9.2 9.1 8.6 9.28 世界級 
2 甘房弄深窪地 9.6 9.5 9.3 9.0 9.2 8.4 9.17 世界級 
3 弄瑤深窪地 9.5 9.3 9.0 8.6 8.4 8.1 8.82 国家級 
4 弄朝深窪地 9.4 8.6 8.8 8.1 8.2 7.8 8.48 国家級 
5 弄歪深窪地 8.5 8.6 7.6 7.5 6.8 6.2 7.53 省級 
6 弄其峒深窪地 7.5 7.6 7.0 7.0 6.8 6.5 7.07 省級 
7 弄蚌深窪地 9.2 9.0 8.2 8.3 7.8 6.8 8.22 国家級 
8 弄勒深窪地 9.3 9.0 8.1 8.2 7.4 6.5 8.08 国家級 
9 弄懐深窪地 9.4 8.6 8.2 7.8 8.1 6.6 8.12 国家級 
10 弄記深窪地 9.5 8.2 8.1 7.7 8.0 6.5 8.00 国家級 
11 弄滾深窪地 9.1 6.5 6.3 7.0 6.6 6.5 6.70 県級 
12 弄手東深窪地 7.0 6.6 6.4 7.0 6.7 6.6 6.72 県級 
13 弄交深窪地 6.5 6.7 6.8 6.3 6.6 6.4 6.55 県級 
14 弄石深窪地 6.2 6.4 6.3 6.1 6.0 6.0 6.17 県級 
15 牛角深窪地 6.3 6.2 6.5 6.2 6.1 6.1 6.20 県級 
16 弄母深窪地 6.8 6.7 6.2 6.5 6.0 6.0 6.37 県級 
17 弄竃深窪地 7.5 6.3 7.8 6.1 6.2 6.8 6.78 県級 
18 弄項深窪地 7.0 7.5 7.1 6.1 6.0 6.2 6.66 県級 
19 弄丁深窪地 6.1 6.2 6.1 6.0 5.8 5.8 6.00 県級 
20 卡独深窪地 7.1 6.1 6.4 6.0 5.5 5.4 6.08 県級 
21 弄沙深窪地 7.0 6.8 6.3 5.8 6.0 6.2 6.35 県級 
22 弄光深窪地 6.8 6.4 6.0 5.8 5.7 6.0 6.12 県級 
23 弄白深窪地 6.7 6.3 6.5 6.0 6.1 6.5 6.35 県級 
24 弄臘深窪地 6.3 6.4 6.1 6.5 6.3 5.2 6.13 県級 
25 班花深窪地 6.4 6.2 6.7 6.5 5.8 5.7 6.22 県級 
26 弄奨深窪地 6.5 6.3 6.1 6.3 6.1 6.2 6.25 県級 
27 牛峒深窪地 6.3 6.0 6.5 6.6 6.1 5.8 6.23 県級 
28 弄林深窪地 6.2 6.2 6.1 6.1 6.1 6.3 6.17 県級 
29 弄杯深窪地 6.4 6.8 7.0 6.2 6.5 6.0 6.48 県級 
30 弄耳山南深窪地 6.1 6.3 6.4 6.0 6.3 5.7 6.13 県級 
31 白岩山东深窪地 6.2 6.2 6.3 6.1 6.2 5.8 6.13 県級 
32 長生深窪地 6.8 6.4 6.0 5.8 5.7 6.0 6.12 県級 
33 双福谷地 6.3 6.4 6.1 6.4 6.0 6.0 6.20 県級 
34 弄京谷地 7.0 7.1 6.4 7.3 6.5 6.1 6.88 県級 
35 長洞谷地 7.0 6.6 6.4 7.0 6.7 6.6 6.70 県級 
36 甘房弄谷地 8.3 8.2 8.4 7.2 7.5 8.1 7.95 省級 
37 七百弄谷地 7.5 7.3 7.0 6.8 6.7 6.5 6.95 県級 
38 喬圩洞谷地 7.8 6.8 6.4 7.0 7.5 6.4 6.98 県級 
39 喬圩洞 8.4 8.2 7.8 7.5 7.0 7.6 7.75 省級 
40 七百弄地蘇暗河系 9.5 9.3 8.6 8.7 7.3 6.8 8.37 国家級 
41 板升暗河系 6.3 6.4 6.1 6.4 6.0 6.0 6.20 県級 
42 板蘭峡谷 9.2 8.7 8.1 7.1 7.2 7.3 7.93 省級 
43 双福球形藻化石 7.8 7.6 7.0 6.8 6.5 6.7 7.07 省級 
44 甘房弄腕足類化石 6.3 6.1 6.0 6.1 6.0 5.6 6.02 県級 
45 岜龍山断層 6.5 6.3 6.1 6.4 6.0 6.2 6.25 県級 
46 喬圩屯次級背斜 6.1 6.3 6.2 6.0 6.0 6.4 6.17 県級 
47 七百弄−大化岩溶剖面 9.2 9.0 9.3 8.5 6.8 6.6 8.23 国家級 
48 七百弄−同龍地层剖面 6.4 6.8 7.0 6.2 6.5 6.0 6.48 県級 
49 南丹組灰岩 6.4 6.3 6.0 6.4 6.1 6.0 6.19 県級 
50 融県組灰岩 7.1 7.4 7.1 6.1 6.1 6.1 6.60 県級 
51 堯云岭組灰岩 7.1 6.8 6.4 5.8 6.0 6.2 6.34 県級 
52 都安組藻紋層灰岩 7.5 6.5 7.6 6.1 6.2 6.8 6.77 県級 






   評価基準 









満 点 10 10 10 10 10 10 — — 
54 都安組灰岩 6.4 6.2 6.6 6.4 6.0 5.7 6.21 県級 
55 白堊紀洞穴沉積物 7.6 7.5 7.0 7.0 6.8 6.5 7.00 省級 
 資料：「広西大化七百弄国家地質公園企画専項研究報告」、47 頁の表を引用 
 注：1）評価の基準：満点 10、9.0 以上は世界級（９を含む）、8～9 は国家級（8 を含む）、7～8 は省級 
        （7 を含む）、6～7 は県級（6 を含む）。 






























































（達努節）という布努ヤオ族の伝統的祭りを観光化するため、毎年旧暦の 5 月 25 日から 5
月 29 日に、人々的に行なわれている。 
  
表Ⅱ−4−5 地質公園及び周辺地の景観資源評価表 
     評価点 
資 源 









































満 点 30 25 15 10 5 10 5 −20 
1 百馬山水田園 24 15 10 8 3 6 4 0 70 3 自然 風景 
2 華善田園風光 20 15 8 7 3 6 3 0 62 3 自然 風景 
3 擎天樹 24 15 12 8 3 7 4 0 73 3 希少 樹木 
4 古鳥欖 22 15 10 7 3 6 3 0 64 3 古木 名樹 
5 古木棉 20 14 9 7 3 6 3 0 62 3 古木 名樹 
6 古黄葛榕 20 14 9 7 3 6 3 0 62 3 古木 名樹 
7 瑤族飲食 20 15 9 7 3 6 3 0 63 3 民族 風味 
8 壮族飲食 20 14 9 7 3 6 3 0 62 3 民族 風味 
9 瑤族服飾 20 14 9 7 3 6 3 0 62 3 民族 工芸品 
10 瑤族民族歌舞 22 16 9 7 3 6 3 0 66 3 民族 芸術 
11 瑤族祝祭 21 16 9 7 3 6 3 0 65 3 民族 風俗 
12 壮族祝祭 21 16 9 7 3 6 3 0 65 3 民族 風俗 
13 紅七軍 21 師 成立慶典遺跡 21 18 9 7 3 6 4 0 68 3 
革命 
遺跡 
14 桂西游撃隊 指揮部遺跡 21 18 9 7 3 6 3 0 67 3 
革命 
遺跡 
15 都陽蘇維埃 政府遺跡 21 18 9 7 3 6 3 0 67 3 
革命 
遺跡 










     評価点 
資 源 









































満 点 30 25 15 10 5 10 5 −20 
17 紅七軍 21 師兵工場遺跡 21 16 9 7 3 6 3 0 67 3 
革命 
遺跡 
18 宋岩葬遺跡 20 16 9 7 3 6 3 0 64 3 考古 遺跡 
19 明土司衙問 遺跡 20 16 9 7 3 6 3 0 64 3 
考古 
遺跡 
20 清石城遺跡 20 16 9 7 3 6 3 0 64 3 考古 遺跡 
21 清人的石碑、石刻 20 16 9 7 3 6 3 0 64 3 
考古 
遺跡 
22 紡織、 刺繍工芸品 20 15 9 7 3 6 3 0 63 3 
民族 
工芸品 
23 石雕、 根雕工芸品 20 15 9 7 3 6 3 0 63 3 
観光 
商品 
24 貢川紗紙 18 18 9 7 3 6 3 0 66 3 伝統 製品 
 資料：「広西大化七百弄国家地質公園企画専項研究報告」、53 頁の表を引用 
 
 写真Ⅱ−4−3 は、2013 年 7 月 4 日に行われた大化ヤオ族自治県第 8 回布努ヤオ族祝著節




ると、2013 年の 1 月から 9 月までの国内観光客総数は 50 万人で、観光総収入は 4.3 億元


















































































（2013 年 6 月 25 日 筆者撮影） 
 



























































































































その変化として前田（2006）は以下の 4 つの段階を示した。 
 第 1 段階は、屋根が瓦葺きに変わり、竹楼の側壁と天板は竹材から木材へ移行し、竹楼
に占める竹材の使用は減少する。 














1 金城江 2 100 6 2012 
2 宜州市 1 0 3 2012 
3 羅城県 64 2,600 192 2012 
4 環江県 94 3,800 282 2012 
5 南丹県 390 15,600 1,170 2012 
6 天峨県 188 7,500 567 2012 
7 鳳山県 1,842 73,700 5,526 2012 
8 東蘭県 145 5,800 435 2012 
9 巴馬県 330 13,200 990 2012 
10 都安県 670 26,800 2,010 2012 
11 大化県 1,564 62,600 4,692 2012 
合計 5,290 211,700 15,873 − 
   資料：『広西消除農村茅草樹皮房攻堅戦実施方案』、18〜19 頁により筆者作成 
     
表Ⅱ−4−7 河池市における現存する農村茅葺屋・樹皮屋の改造統計表（2011 年） 




全面改築 一部改繕 全面改築 一部改繕 
1 金城江 2 0 0 0 2 
2 宜州市 1 0 0 0 1 
3 羅城県 3 0 61 0 64 
4 環江県 11 0 83 0 94 
5 南丹県 245 0 145 0 390 
6 天峨県 187 2 1 0 190 
7 鳳山県 1,105 0 737 0 1,842 
8 東蘭県 142 0 3 0 145 
9 巴馬県 329 0 1 0 330 
10 都安県 424 0 246 0 670 
11 大化県 1,564 0 0 0 1,564 
合計 4,013 2 1,277 0 5,292 
      資料：『広西消除農村茅草樹皮房攻堅戦実施方案』、13 頁により筆者作成 

















































 さらに、大化ヤオ族自治県交通局は観光開発のために、2006 年 6 月から 2007 年 6 月ま
で、2,100 万元を投じて七百弄道路修繕工事計画を実施した。修繕後の道路は、県級道路
3 級のレベルに達していた。幹線の七百弄道路は全長 38km で、沿線には 10 ヵ所を越える
観光スポットが分布している。大化ヤオ族自治県の統計データによると、道路の整備とと
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长崎国际大学大学院 地域经营管理学专业 博士課程 覃 建恩 
调查日期 2015 年 7 月 14 日 
(1) 您的性别  1. 男  2. 女 
 
(2) 您的年龄 （         ）岁 
 
(3) 您的职业   
  1.公司职员  2.农民  3.个体经营  4.公务员  5.学生  6.失业  
  7.其他 （           ） 
 
(4) 您会敲打铜鼓吗？ 
  1. 会敲打  2. 较会敲打  3. 说不好  4. 不太会敲打  5. 不会敲打 
 
(5) 在日常生活中,您有敲打铜鼓的习惯吗？ 
  1. 敲打  2. 只在宗教仪式时敲打  3. 只在游客访问的时候敲打   
  4. 几乎不敲打  5. 不敲打 
 
(6) 您家里有铜鼓吗？ 
  1. 有  2. 没有  3. 不知道 
 
(7) 您想学习敲打铜鼓吗？ 
  1. 想学  2. 较想学  3. 说不好   4. 不太想学的  5. 不想学 
 
(8) 您学习敲打铜鼓的理由是什么。 
  1. 祭祀   2. 兴趣爱好   3. 为了工作   4. 为了向游客表演   5. 其他（      ） 
 
(9) 您了解关于铜鼓的历史文化和故事吗？ 








  1. 重要  2. 较为重要  3. 说不好  4. 不太重要  5. 不重要 
(11) 您想学习铜鼓文化吗？ 
  1. 想学  2. 较想学  3. 说不好   4. 不太想学的  5. 不想学 
 
(12) 随着旅游的发展，您觉得敲打铜鼓的习惯发生变化了吗？ 
  1. 变化了  2. 略有变化了  3. 说不好 4. 几乎没变化  5. 没变化 
 
(13) 您认为旅游的发展对铜鼓文化保护的提高来说有利吗？ 
  1. 有利  2. 较为有利  3. 说不好  4. 几乎无利 5. 无利 
 
(14) 对于铜鼓文化的旅游开发，您觉得对吸引游客来说是有利的方法吗？ 
  1. 有利  2. 较为有利  3. 说不好  4. 几乎无利  5. 无利 
 
(15) 对于铜鼓文化的旅游开发，您觉得对铜鼓文化保存来说是有利的方法吗？ 
  1. 有利  2. 较为有利  3. 说不好  4. 几乎无利  5. 无利 
 
(16) 您认为旅游业的发展对铜鼓文化造成破坏了吗？ 
  1. 破坏了  2. 略有破坏  3. 说不好  4. 几乎没有破坏  5. 没有破坏 
 
(17) 关于铜鼓文化保护和传承您有什么建议。 





























長崎国際大学大学院 地域マネジメント専攻 博士課程 覃 建恩 
調査日 2015 年 7 月 14 日 
（1）性別  
  1. 男  2. 女 
 
（2）年代  
  1. 10 代  2. 20 代  3. 30 代  4. 40 代 
  5. 50 代  6. 60 代  7. 70 歳以上 
 
（3）職業  
  1. 会社員  2. 農業  3. 自営業  4. 公務員 
  5. 学生  6. 無職  7. その他（       ） 
 
（4）あなたは銅鼓を叩くことができますか。 
  1. できる  2. ややできる  3. どちらともいえない  
  4. あまりできない  5. できない 
 
（5）日常生活の中で、銅鼓を叩くことがありますか。 
  1. よく叩く  2. 儀式の中でのみ  3. 観光客向けのショーの中でのみ 
  4. ほとんど叩かない  5. まったく叩かない 
 
（6）あなたの家には銅鼓がありますか。 
  1. ある  2. ない  3. 分からない 
 
（7）銅鼓の叩き方を学びたいと思いますか。 
  1. 学びたい  2. やや学びたい  3. どちらともいえない 
  4. あまり学びたくない  5. 学びたくない 
 
（8）銅鼓の叩き方を学びたいと思う理由についてお答えください。 








  1. 知っている  2. やや知っている  3. どちらともいえない 
  4. あまり知らない  5. 知らない 
 
（10）銅鼓文化は重要だと思いますか。 
  1. 思う  2. やや思う  3. どちらともいえない 
  4. あまり思わない  5. 思わない 
 
（11）銅鼓文化を学びたいと思いますか。 
  1. 学びたい  2. やや学びたい  3. どちらともいえない 
  4. あまり学びたくない  5. 学びたくない 
 
（12）観光化によって銅鼓を叩く習慣は変化しましたか。 
  1. 変化した  2. やや変化した  3. どちらともいえない 
  4. あまり変化していない  5. 変化していない 
 
（13）河池市が観光開発を推進することは、銅鼓文化の保護に役立つと思いますか。 
  1. 思う  2. やや思う  3. どちらともいえない 
  4. あまり思わない  5. 思わない 
 
（14）銅鼓文化を観光客向けに演じることは、観光客の誘致にとって有益な方法だと思い  
   ますか。 
  1. 思う  2. やや思う  3. どちらともいえない 
  4. あまり思わない  5. 思わない 
 
（15）銅鼓文化を観光客向けに演じることは、銅鼓文化の保存にとって有益な方法だと思 
   いますか。 
  1. 思う  2. やや思う  3. どちらともいえない 
  4. あまり思わない  5. 思わない 
 
（16）観光業の発展は銅鼓文化を破壊すると思いますか。 
  1. 破壊する  2. やや破壊する  3. どちらともいえない 
  4. あまり破壊しない  5. 破壊しない 
 
（17）銅鼓文化の保存と伝承について、何か提言がありますか。 










































 具体的なフィールドワークの内容は以下の通りである。まず、2014 年 8 月 20 日から 9
月 10 日までの間に河池市の少数民族居住地域で第一次の現地調査を行い、主に少数民族
における銅鼓文化の歴史的変遷と観光活用の実態について調べた上で、エスニック・ツー
リズムにおける少数民族の文化や祭りの観光活用の現状を考察した。また、2015 年 5 月






似イベント化」という問題点について考察した。さらに、2016 年 2 月 3 日から 3 月 3 日











































































































































































Research on Ethnic Tourism and Acculturation in Ethnic Society: the Case of an 
Ethnic Minority Group in the Guangxi Zhuang Autonomous Region, Southwestern 
China 
 
1. Background of the Research 
 From the implementation of the policies of reform and opening up to that of the 
Western Development policy, China had great expectations of the development of 
tourism in the areas inhabited by ethnic minorities in terms of economic advancement 
and modernization of its inland areas. Therefore, ethnic tourism began to spread 
across the whole nation in the early 1980s. In particular, ethnic tourism in Yunnan 
Province has created substantial economic benefits. In the areas inhabited by ethnic 
minorities in Guangxi Zhuang Autonomous Region, a province neighboring Yunnan 
Province, ethnic tourism, where the traditional cultures and lifestyles of the ethnic 
minorities like the Zhuang and the Yao are developed as tourism resources, have also 
been revitalized.  
Ethnic tourism makes use of traditional ethnic cultures to boost the economy; it is 
vigorously popularized to acquire tremendous economic benefits, help ethnic 
minorities reduce poverty, and accelerate the development of ethnic society. 
Nevertheless,the development of ethnic tourism has caused cultural commercialization 
and difficulty in the preservation of traditional cultures though it has improved the life 
of ethnic minorities. In other words, modernization and tourism development have 
brought many foreign cultures, which has resulted in the problem of the coexistence of 
foreign and traditional cultures; meanwhile, tourism development has had an impact 
on the identity of ethnic minorities, and there is a risk that the ethnic identity will 
disappear. 
 
2. Purpose of the Research 
 With the case of ethnic tourism in the areas inhabited by ethnic minorities in Hechi, 
Guangxi Zhuang Autonomous Region in Southwest China, this paper aims to explore 







3. Method of Research 
 To realize the research purpose, this paper analyzed previous studies to summarize 
the background of the development of ethnic tourism and found problems in such 
development. By probing into relevant historical cultures and the local ethnography, I 
became acquainted with the traditional cultures and historical development of the 
research subjects. With these research theories, I conducted a field investigation into 
the current situation of Hechi where the subjects live. Moreover, a questionnaire 
survey was adopted to analyze the effect of the development of ethnic tourism on the 
ethnic awareness of the local ethnic minority groups. Additionally, I interviewed the 
local residents to understand their attitudes towards the development of ethnic 
tourism. 
 The details about the field investigation are as follows: From August 20 to 
September 10, 2014, the first survey was conducted in the areas inhabited by ethnic 
minorities in Hechi, with emphasis on the historical and tourism-oriented development 
of the Bronze Drum Culture. Meanwhile, I investigated tourism-oriented development 
of the cultures and festivals of the ethnic minorities against the backdrop of the 
development of ethnic tourism. From May 21 to June 10 and from July 13 to 23, 2015, 
the second and third surveys were conducted respectively, with a focus on the tourism 
resources and pseudo-events of traditional festivals against with the backdrop of the 
development of ethnic tourism. From February 3 to March 3 and from August 8 to 23, 
2016, the fourth and fifth field investigations were made respectively. Both 
investigations laid emphasis on the reality of the traditional festivals that the Yao 
people had carried forward for 100 years. In addition, I interviewed Meng Ling, a 
representative of the research on the Yao culture and probed into the tourism-oriented 
development of the traditional festivals of the Yao people. Also, the large-scale 
performance called Dream in Bama, which was set in a natural landscape, was 
investigated. The sixth field investigation started on April 28 and ended on May 21, 
2017. During the investigation, I explored the places where the Zhu Zhu Festivals of 
the Yao people was held and got acquainted with the current situation of the festival 
through interviews with the Yao people. 
 
4. Result of the Research 
 This dissertation is comprised of an Introduction, Part I and Part II. In the 
Introduction, I elaborated on the background of this study, the research problem, the 





the structure of this dissertation.  
 In Part I, I described the changes to the population and the distribution of the 
Chinese ethnic minorities, analyzed the previous academic studies on the Zhuang and 
Yao peoples, and introduced the traditional festivals and architectural culture of the 
two peoples. Then, I probed into the concept, implementation and economic benefits of 
the Western Development policy as well as its effects on ethnic minorities. To delve 
into the ethnic tourism in Southwest China, I analyzed the development of ethnic 
tourism in Yunnan Province, Guizhou Province and Guangxi Zhuang Autonomous 
Region. Finally, I provided an overview of the natural and cultural tourism resources of 
the ethnic minorities in Hechi, Guangxi Zhuang Autonomous Region, and analyzed the 
tourism-oriented development of the traditional cultures of the ethnic minorities in the 
tourism development of Hechi during the implementation of the Western Development 
policy. With the above efforts, I have come to the following conclusions: (1) the 
implementation of the Western Development policy has significantly accelerated the 
infrastructure and tourism of Hechi; (2) tourism-oriented development of the 
traditional cultures of ethnic minorities has not only pushed forward the regional 
economy but also helped improve the life of ethnic minorities; (3) with the development 
of tourism and the penetration of the market economy, the tourism development mode, 
which centers around the traditional cultures of ethnic minorities, has become 
universal; (4) while the utilization of the traditional cultures of ethnic minorities has 
boosted economic development, it has caused the disappearance of traditional cultures 
and environmental pollution.  
 According to the issues mentioned in Part I, I paid attention to the effect of 
modernization on ethnic minorities and defined the impact of tourism development on 
the ethnic society in Part II. Furthermore, I discussed the relationship between ethnic 
tourism and the protection of traditional ethnic cultures from the perspective of 
regional operation and management. The research result is as follows: First, I explored 
the effect of the tourism development of ethnic minorities on the Zhu Zhu Festival of 
the Pu Nu Yao in Hechi. With the support of the government, the Zhu Zhu Festival was 
developed as a tourism resource and gradually evolved into a major ceremony, 
attracting a great number of tourists. But at the same time, it has resulted in the 
commercialization of the ethnic traditional culture, and the original meaning of the 
festival has begun to be weakened. Worse still, the decoration of the bronze drums and 
the disorder of the old and new bronze drums behind the stage have deprived the 
bronze drums of the original religious meaning.  
 Second, the Bronze Drum Culture of the Pu Nu Yao has changed under the influence 





participants, I discussed the relationship between the change and the ethnic identity 
of ethnic minorities. The research results are as follows: First, although most of the Pu 
Nu Yao people don’t have a bronze drum or keep the habit of playing bronze drum in 
daily life, they are still aware that bronze drum is an important ethnic cultural 
heritage. Second, the local people have developed the idea of showing performances to 
tourists, which has made the ethnic traditional culture more commercial and 
weakened the original meaning of the bronze drum and offering sacrifices to ancestors. 
Due to the proposal of the Yao researchers, the Yao people have re-discovered the 
meaning of Da Nu Festival or Er Jiu Festival, which was initially irrelevant to the Yao 
people, and re-defined its religious meaning. However, the festival was named as the 
Zhu Zhu Festival, which demonstrates the ethnic identity. Because of frequent 
exchange with others and the tourism-oriented development of the Bronze Drum 
Culture, the festival has lost its original meaning. It is also found that the ethnic 
identity of the Yao people has changed. For the Yao people who have been living a 
modern life, the celebration of the Zhu Zhu Festival has been regarded as an effective 
way to preserve the Bronze Drum Culture as the practice of playing the bronze drum 
has gradually disappeared. The festival has separated the Bronze Dum Culture from 
the its religious background; it has been preserved as a traditional art rather than as a 
festival. 
 Third, I compared the Bronze Drum Culture of the Pu Nu Yao with that of the 
Zhuang to explore the tourism-oriented development of traditional festivals. The 
research results are as follows: 
 First, I made a comparison of the Bronze Drum Culture between the Pu Nu Yao and 
the Zhuang and described the features of the bronze drum. The development of the 
economy and modern civilization has had significant influence on the Bronze Drum 
Culture: the bronze drum has been played on a less regular basis and the number of 
people who can play the bronze drum has become ever smaller. Many young people 
have chosen to work in a city away from home; hence, they have fewer opportunities to 
play the bronze drum. Fascinated by modern entertainment culture, they have lost 
interest in the bronze drum. 
 Second, I analyzed the Bronze Drum Culture in the Bronze Drum Folk Music 
Festival, the Zhu Zhu Festival of the Pu Nu Yao, and the Maguai Festival of the 
Zhuang in Hechi and found that the tourism-oriented development of the Bronze Drum 
Culture has attracted many tourists and created great economic benefits. Due to the 
cultural policies by the government and the penetration of the market economy, the 
practice of playing the bronze drum in daily life among ethnic minorities has been 





ethnic minorities in Southwest China lag far behind the Han people in terms of 
economy and culture, and continual friction is inevitable in the communication 
between them. As the bronze drum cultures of the Zhuang and the Yao have been 
developed towards tourism with the national preferential policies and have been 
separated from daily life and become entertainment-oriented, the original meaning of 
the cultures have been weakened. Therefore, attention must be paid to the 
preservation of the original meaning of traditional festivals in tourism development. 
 Aside from analyzing the tourism-oriented development of traditional culture of the 
Bai Ku Yao, I pointed out problems in the process. The development started in 2000. In 
the past 16 years, it has created tremendous economic benefits, but it is still regarded 
as the being in the early stages of tourism development. As the development could 
generate social and economic benefits in this stage, the government strongly advocated 
it and participated in it as an enterprise. Moreover, I found that the government was 
active to attract   investment from external enterprises and strengthened enterprise 
management, which greatly fueled the development of local communities. Nonetheless, 
the government did not pay adequate attention to the negative effects of the 
development on the local natural, social and cultural environment. Worse still, tourism 
development has brought economic benefits, so many of the villagers strongly support 
the tourism-oriented development of traditional cultures. Under the influence of 
modernization and tourism development, the agriculture-oriented economic structure 
of the Bai Ku Yao has changed into a service-oriented one, and the social and economic 
structure has been changing rapidly. In the local community, the government is 
enhancing the protection of traditional cultures while boosting tourism development. 
With the penetration of the market economy and tourism development, local residents 
have begun thinking of putting their business ideas into practice, which has resulted 
in frequent commercialization of traditional cultures. 
 Finally, I investigated the impact of the huge influx of tourists into the areas 
inhabited by ethnic minorities on the traditional culture of the Pu Nu Yao. Specifically, 
I made a comparison in the design, abrasive resistance, production, dressing, seasonal 
feature, color collocation, decorative pattern and symbolic meanings of the costumes of 
the Pu Nu Yao before and after the tourism-oriented development. The research result 
is as follows: the production of folk customs has changed due to the penetration of 
modern design culture. This has been confirmed. Meanwhile, the popularity of 
ready-made garments and excessive beautification of clothing styles has weakened the 
original meaning of costume. Then, I probed into the effect of tourism development on 
the architectural culture of the Pu Nu Yao. Specifically, the implementation of the Plan 
of Renovating the Traditional Thatched Houses by the government has led to the 





development and the great influx of tourists have quickened the disappearance of the 
traditional cultures of the villages along the road; tourism development and the 
commercialization of traditional festivals have been depriving traditional festivals of 
their original meaning. 
 Modernization and the penetration of the market economy have promoted the 
development of the social civilization of the Yao, but they have also accelerated the 
destruction of the traditional Yao culture. Therefore, I explored the effect of tourism 
development and modernization on the traditional cultures of ethnic minorities to 
discuss the relationship between tourism development and modernization. The 
research result is as follows: I do not believe that modernization is something 
disadvantageous for people living in rural areas, but it is true that it has caused many 
problems, such as the disappearance of the traditional folk music and dance, the 
oversimplification of ceremonies of traditional festivals, a lack of the inheritors of 
traditional handicrafts and folk medicine, the reduction of ethnic buildings, and the 
decline of traditional customs. We cannot neglect the impact of modernization on 
traditional cultures, but there is a new factor which influences them -- tourism 
development. The above problems are caused by modernization which drives young 
people to work away from home and thus leads to an ever smaller population in rural 
areas. But it is often seen that many young migrant workers have returned for work 
thanks to the large number of job opportunities brought by tourism development. 
Therefore, promoting tourism development will effectively alleviate the reduction in 
the population of local communities and increase the number of traditional cultural 
inheritors. It is true that tourism development is an effective way to protect traditional 
cultures; however, tourism development has also caused some problems, including the 
loss of the authenticity of traditional cultures and the commercialization of traditional 
cultures. 
 Finally, I elaborated on the balanced development of ethnic tourism and urban 
planning according to the relationship between society, environment and economy. To 
develop tourism, the ethnic minorities in Guangxi Zhuang Autonomous Region 
repaired and maintained the buildings of primitive villagers, and many buildings were 
transformed into souvenir stores or restaurants, which has attracted a large quantity 
of tourists and created economic benefits. Nevertheless, tourism enterprises only 
spend a small sum of the earnings brought by tourism development on maintaining the 
local environment. This indicates that the environment has received inadequate 
protection. As tourism develops, some villages of ethnic minorities have become 
conscious that traditional cultures are important cultural heritages. But due to 
restrictions on education, such traditional ceremonies or customs and other cultural 





Moreover, I believe that more earnings brought by tourism should be spent on the 
protection of the environment. Most importantly, local residents should take part in 
traditional cultural activities dominated by the government and enterprises. 
